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調査の概要 

量的調査（アンケート調査） 

 

 

 

 

１．調査目的 

文京区では障害者がいきいきと自分らしく、健康で自立した生活を営めるよう、「文
ふみ

の京
みやこ

ハートフルプラン 文京区地域福祉保健計画 障害者計画」に基づき、様々な障害福祉施策

を推進しています。 

平成 29年度に次期計画（平成 30年度～平成 32年度）を改定するにあたり、その基礎資料

を得るとともに、皆様のサービスの利用状況やご希望等を把握するため、実態・意向調査

を実施いたしました。 

 
２．調査種類と調査方法 
 本調査では、身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者及び障害児を対象とした

量的調査（アンケート調査）、及び区内施設を利用する知的障害者を対象とした質的調査（イ

ンタビュー調査）の２種類を実施しました。 
 
 
 
 
  

１．調査設計 
 

調査の種類 対象者 調査方法 

在宅の方用 

・文京区内に居住している身体障害者手帳をお持ちの 18 歳以上の方 

 （肢体不自由、内部障害については無作為抽出、その他の障害につ

いては全数） 

・文京区内に居住している愛の手帳をお持ちの 18歳以上の方（全数） 

・文京区内に居住している精神障害者保健福祉手帳をお持ちの 18 歳以

上の方（全数） 

・文京区内に居住している難病医療券をお持ちの 18歳以上の方（全数） 

 

 

 

 

調査票を郵送

配布し、郵送回

収する方法で

実施しました。 障害児の方用 

・文京区内に居住している「障害福祉サービス・地域相談支援・地域

生活支援事業・障害児通所支援受給者証」をお持ちの 18 歳未満の児

童の方 

施設に入所して

いる方用 

・身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳をお持ち

で、文京区が支給決定した施設入所支援及び療養介護のサービスを

ご利用中の 18 歳以上の方 

サービス事業所

の方用 

・文京区内の指定障害福祉サービス等事業所 

 

２．調査期間 

平成２８年１０月１日～１０月２１日 
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３．回収結果 
 

調査の種類 配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 

在宅の方用 4,833 2,186 45.2% 2,176 45.0％ 

障害児の方用 401 198 49.4% 194 48.4％ 

施設に入所している方用 125 91 72.8% 91 72.8％ 

サービス事業所の方用 80 69 86.3% 69 86.3％ 

合計 5,439 2,544 46.8% 2,530 46.5％ 

 

４．概要版の見方 

（1）集計した数値（％）は小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位まで表示しています。この

ため、単数回答であっても、合計値が 100％にならない場合もあります。 

（2）回答者数を分母として割合（％）を計算しているため、複数回答の場合には、各選択肢の割

合を合計すると 100％を超えます。 

（3）各設問の回答者の総数は n(Nunber of case)と表記しています。 

（4）集計分析上、表記を見やすくするために、以下のように整理しています。 

・所持手帳が「身体障害者手帳のみ」の場合、「身体のみ」と表記。 

・所持手帳が「愛の手帳のみ」の場合、「知的のみ」と表記。 

・所持手帳が「精神障害者保健福祉手帳のみ」の場合、「精神のみ」と表記。 

・所持手帳が「身体障害者手帳と愛の手帳」（身体障害と知的障害の重複障害）の場合、「身

体＋知的」と表記。 

・所持手帳が「身体障害者手帳と精神障害者保健福祉手帳」（身体障害と精神障害の重複障害）

の場合、「身体＋精神」と表記。 

・所持手帳が「愛の手帳と精神障害者保健福祉手帳」（知的障害と精神障害の重複障害）の場

合、「知的＋精神」と表記。 
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〇 在宅の方を対象にした調査 
 

 

 

 

 

１．本人について 
 

（1-1）回答者（問１） 

 

  

 
  

調査の回答者は、全体では「あて名本人」が72.7％と大半を占めています。 

障害の種類別にみると、「知的のみ」、「身体と知的の重複障害」で「あて名本人」が 36.1％、29.2％

と他に比べて低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 (2,176)

身体のみ (1,010)

知的のみ (191)

精神のみ (375)

身体+知的 (48)

身体+精神 (24)

知的+精神 (10)

難病・特定疾患 (818)

73.4

36.1

81.1

29.2

45.8

40.0

80.3

11.8

42.9

6.9

50.0

29.2

30.0

7.1

0.4

4.2

0.3

4.2

4.2

10.0

0.4

14.5

16.8

11.7

16.7

20.8

20.0

12.2

(%)ｎ

72.7 12.8

0.8

13.8

(%)

あ

て
名
本

人

家

族

そ

の
他

無

回
答
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（1-2）性別（問２） 

 
性別についてみると、「男性」が 46.8％、「女性」が 51.7％となっています。 

 

《障害の種類別》 

        
  

障害の種類別にみると、「身体のみ」と「精神のみ」では男女がほぼ半数、「知的のみ」では「男性」

が６割近く、「難病・特定疾患」では「女性」が６割近くとなっています。 

 

 

（1-３）年齢（問３） 

 

  

 
年齢についてみると、「75 歳以上」が 27.4％と最も多くなっており、次いで「50～59 歳」が 15.3％、

「40～49 歳」が 15.1％となっています。 

 

  

46.8 51.7 1.5

ｎ

(2,176)

(%)

男

性

女

性

無

回
答

 調査数              男性                女性                無回答

身体のみ 1010 51.6 47.5 0.9

知的のみ 191 59.2 40.3 0.5

精神のみ 375 47.2 50.1 2.7

身体＋知的 48 52.1 45.8 2.1

身体＋精神 24 58.3 37.5 4.2

知的＋精神 10 30.0 70.0      -

難病・特定疾患 818 39.9 58.8 1.3

7.9 9.3 15.1 15.3 6.7 8.6 8.0 27.4 1.7

ｎ

(2,176)

(%)

1
8
～
2

9
歳

3
0
～
3

9
歳

4
0
～
4

9
歳

5
0
～
5

9
歳

6
0
～
6

4
歳

6
5
～
6

9
歳

7
0
～
7

4
歳

7
5

歳
以

上

無
回

答
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《障害の種類別》 

 
 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では、「75歳以上」が 46.5％と特に多くなっています。 

一方、「知的のみ」では、「18～29 歳」が 39.8％、「精神のみ」では「40～49 歳」が 31.5％と最も多

くなっています。 

 また、「難病・特定疾患」では、「75歳以上」が 23.0％で最も多くなっています。 

 

 

（1-４）手帳の所持状況（問４） 

   
 手帳の所持状況については、「身体障害者手帳」が 49.5％と最も多く、次いで「精神障害者保健福祉

手帳」が 18.6％、「愛の手帳」が 11.2％となっています。 

一方、「これらの手帳は持っていない」は 23.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査数              18～29歳            30～39歳            40～49歳            50～59歳            60～64歳            65～69歳   

身体のみ 1010 1.8 4.0 6.6 9.3 7.9 11.4

知的のみ 191 39.8 14.7 19.9 14.7 2.1 3.1

精神のみ 375 9.6 19.2 31.5 24.0 5.6 3.7

身体＋知的 48 25.0 18.8 16.7 10.4 4.2 4.2

身体＋精神 24 4.2 4.2 12.5 25.0 12.5 8.3

知的＋精神 10 10.0      -      - 40.0 20.0      -

難病・特定疾患 818 5.3 8.7 15.1 17.9 8.6 11.1

 調査数              70～74歳            75歳以上            無回答 

身体のみ 1010 11.4 46.5 1.1

知的のみ 191 3.1 1.0 1.6

精神のみ 375 2.1 1.9 2.4

身体＋知的 48 8.3 12.5      -

身体＋精神 24 8.3 25.0      -

知的＋精神 10 10.0 20.0      -

難病・特定疾患 818 8.9 23.0 1.5

49.5

11.2

18.6

23.1

1.2

0 10 20 30 40 50

身体障害者手帳

愛の手帳

精神障害者保健福祉手帳

これらの手帳は持っていない

無回答

（%）

ｎ＝（2,176）
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《各等級別》 

 
 
     身体障害者手帳        愛の手帳       精神障害者保健福祉手帳 

 

身体障害者手帳の等級については、「１級」が 37.7％と最も多く、次いで「４級」が 20.6％、「２級」

が 14.6％となっています。 

愛の手帳の等級については、「４度」が 41.4％で最も多く、次いで「２度」が 25.8％、「３度」が 24.2％

となっています。 

 精神障害者保健福祉手帳については、「２級」が 48.8％と最も多く、次いで「３級」が 45.3％となっ

ています。 

 

 

（1-５）手帳を所持していない人の内訳 

  
障害者手帳を所持していない人の内訳は、「難病・特定疾患」が 96.8％を占めています。 

 

  

37.7

14.6

13.7

20.6

4.0
3.9

5.5

0%

20%

40%

60%

80%

100%

無回答

６級

５級

４級

３級

２級

１級

6.1

25.8

24.2

41.4

2.5

0%

20%

40%

60%

80%

100%

無回答

４度

３度

２度

１度

4.7

48.8

45.3

1.2

0%

20%

40%

60%

80%

100%

無回答

３級

２級

１級

96.8 

5.0 

2.0 

0.8 

0.2 

2.2 

0.8 

0.8 

0 20 40 60 80 100

難病・特定疾患

慢性疾患

精神疾患

発達障害

高次脳機能障害

その他

特にない

無回答

ｎ＝（502）
（％） 
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（1-６）身体障害の種類（問４） 

   
 身体障害の種類については、「内部障害（心臓、呼吸器、腎臓、ぼうこう・直腸、象徴、免疫機能、

肝臓）」が 30.0％と最も多く、次いで「肢体不自由（上肢・下肢・体幹等）」が 27.9％、「視覚障害」が

11.5％となっています。 

 

 

（1-７）年収（問５） 

   
 
本人の収入についてみると、「収入はない」が 22.8％と最も多く、150万円未満が全体の過半数を占

めています。 

 

 

  

30.0 

27.9 

11.5 

9.8 

4.8 

23.6 

0 10 20 30

内部障害

肢体不自由

視覚障害

聴覚・平衡機能障害

音声・言語・そしゃく機能障害

無回答

ｎ＝（1,077）
（%）

22.8 

14.8 

19.4 

15.3 

14.7 

6.8 

2.8 

3.4 

0 5 10 15 20 25

収入はない

80万円未満

80万円以上～150万円未満

150万円以上～250万円未満

250万円以上～500万円未満

500万円以上～1,000万円未満

1,000万円以上

無回答

ｎ＝（2,176）

（％） 
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《同居家族別》 

 
 
同居家族別にみると、グループホーム等での集団生活は「収入がない」が他と比べて少なく、「80万

以上～150 万円未満」が多くなっています。 

  

 

調査数              
収入

はない

80万円

未満

80万円以上

～

150万円未満

150万円以上

～

250万円未満

250万円以上

～

500万円未満

500万円以上

～

1,000万円未満

父親 319 31.0 21.0 25.4 10.0 8.2 2.2

母親 455 29.9 20.4 25.1 11.0 9.9 2.2

配偶者 898 19.6 12.7 15.3 14.9 19.4 9.9

子 569 23.0 13.7 14.4 15.3 14.2 10.2

兄弟・姉妹 249 26.1 19.7 25.3 16.5 8.0 1.6

その他親族 67 20.9 22.4 28.4 14.9 11.9 1.5

ひとり暮らし 515 23.5 9.5 18.3 20.0 15.0 7.6

グループホーム等

での集団生活
41 14.6 26.8 36.6 12.2 2.4      -

その他 64 20.3 18.8 18.8 21.9 14.1 3.1

 
調査数              

1,000万円

以上
無回答 

父親 319      - 2.2

母親 455 0.4 1.1

配偶者 898 5.0 3.2

子 569 5.3 3.9

兄弟・姉妹 249 0.8 2.0

その他親族 67      -      -

ひとり暮らし 515 2.7 3.5

グループホーム等

での集団生活
41      - 7.3

その他 64      - 3.1
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（1-８）同居家族（問７） 

    
   
同居家族についてみると、「配偶者」が 41.3％と最も多く、以下、「子」が 26.1％、「ひとり暮らし」

が 23.7％と続いています。 
 
《年齢別》 

 
 
 年齢別にみると、30歳を超えると「配偶者」、40歳を超えると「子」がそれぞれ多くなり、「ひとり

暮らし」は 50～60 歳代で比較的多くなっています。 

 

  

41.3

26.1

23.7

20.9

14.7

11.4

3.1

1.9

2.9

1.0

0 20 40 60

配偶者

子

ひとり暮らし

母親

父親

兄弟・姉妹

その他親族

グループホーム等での集団生活

その他

無回答

（%）ｎ＝（2,176）

 
調査数              父親                母親                配偶者              子                  兄弟・姉妹          その他親族

18～29歳 172 62.2 77.3 4.1 2.3 51.7 6.4

30～39歳 203 32.5 43.3 30.0 18.7 17.7 3.4

40～49歳 328 30.2 38.7 34.1 27.4 12.2 1.2

50～59歳 333 10.2 20.1 37.5 29.1 9.6 1.8

60～69歳 332 1.5 7.5 50.0 27.7 7.8 1.5

70～79歳 399      - 2.0 63.4 26.6 3.5 3.8

80歳以上 372 0.8 0.3 43.0 34.9 2.7 4.8

 

調査数              ひとり暮らし        
グループ
ホーム等で

の集団生活

その他              無回答

18～29歳 172 12.8 2.3 2.9      -

30～39歳 203 19.7 3.9 1.0      -

40～49歳 328 22.3 0.9 1.5 0.6

50～59歳 333 28.8 3.3 1.5      -

60～69歳 332 28.9 0.6 4.8 2.1

70～79歳 399 20.6 1.5 2.0 1.8

80歳以上 372 25.8 1.6 6.2 1.1
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２．障害と健康について 
 

（2-1）障害に最初に気づいた時期（問８） 

     
 
 本人や家族等が障害に気づいた時期についてみると、「18～29 歳」が 15.2％で最も多く、以下「50～

59 歳」が 12.5％、「40～49 歳」が 12.0％となっています。 
 

 
《障害の種類別》 

 
 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では、「50～59歳」が 16.4％と最も多くなっているのに対して、

「知的のみ」では「０～５歳」が 59.7％で最も多くなっています。 

 また、「精神のみ」、「難病・特定疾患」では、「18～29 歳」が、それぞれ 38.7％、16.4％で最も多く

なっています。 

 

 

 

 

 

4.0
10.3

7.8
15.2

11.3
12.0

12.5
7.2

5.8
5.2

6.1
2.5

0 5 10 15 20

生まれたとき

０～５歳

６～17歳

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

ｎ＝（2,176）
（%）

 調査数              生まれたとき        ０～５歳            ６～17歳            18～29歳            30～39歳            40～49歳

身体のみ 1010 3.5 6.9 5.0 6.8 7.3 12.4

知的のみ 191 15.7 59.7 15.2 3.1 1.6 0.5

精神のみ 375 1.1 4.0 13.3 38.7 20.0 13.6

身体＋知的 48 27.1 43.8 8.3      - 2.1 4.2

身体＋精神 24 4.2 12.5 4.2 37.5      - 4.2

知的＋精神 10 10.0 30.0 20.0      - 10.0 10.0

難病・特定疾患 818 1.3 2.8 6.4 16.4 15.3 16.1

 調査数              50～59歳            60～64歳            65～69歳            70～74歳            75歳以上            無回答

身体のみ 1010 16.4 10.9 8.9 8.7 10.6 2.6

知的のみ 191      - 0.5      -      -      - 3.7

精神のみ 375 6.4 1.1 0.3 0.3 0.3 1.1

身体＋知的 48 2.1      - 4.2 2.1 4.2 2.1

身体＋精神 24 16.7      - 4.2 4.2 4.2 8.3

知的＋精神 10      -      -      -      - 10.0 10.0

難病・特定疾患 818 16.1 7.6 6.4 4.9 4.8 2.0
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（2-2）障害に最初に気づいた時の相談相手（問９） 

 

   
  
相談相手についてみると「医療関係者（医師・看護師・医療相談員）」（59.7％）と「家族」（47.1％）

の２つに集中しています。 

  

59.7

47.1

4.0

3.6

3.0

2.2

2.1

1.3

1.0

0.9

0.9

0.5

0.3

0.2

5.4

7.6

3.5

0 20 40 60

医療関係者（医師・看護師・医療相談員）

家族

保健サービスセンター（保健師）

障害福祉課・予防対策課の窓口

インターネット等の情報

学校の教職員

障害福祉課・予防対策課以外の区の窓口

保育園・こども園・幼稚園の教職員

児童相談センター（児童相談所）

障害等の当事者会や家族の会

教育委員会・教育センター

障害者基幹相談支援センター

民生委員・児童委員

子ども家庭支援センター

その他

相談しなかった

無回答

ｎ＝（2,176）
（%）
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《障害の種類別》 

 
 
 障害の種類別にみると、いずれの障害でも「医療関係者（医師・看護師・医療相談員）」が最も多く、

次いで「家族」となっています。 

  

 調査数              家族                
学校の教職

員

保育園・こど

も園・幼稚園

の教職員

民生委員・児

童委員

障害等の当

事者会や家

族の会

医療関係者

（医師・看護

師・医療相談

員）

身体のみ 1010 47.1 0.4      - 0.5 0.6 59.3

知的のみ 191 42.9 11.0 11.0      - 3.7 47.6

精神のみ 375 45.9 5.1 0.8 0.3 1.3 61.9

身体＋知的 48 43.8 2.1 6.3 2.1 4.2 52.1

身体＋精神 24 29.2      - 4.2      -      - 45.8

知的＋精神 10 30.0      - 10.0      -      - 30.0

難病・特定疾患 818 49.4 0.5 0.4 0.2 0.6 65.3

 調査数              
障害福祉課・
予防対策課

の窓口

障害福祉課・

予防対策課
以外の区の

窓口

保健サービ
スセンター

（保健師）

障害者基幹
相談支援セ

ンター

子ども家庭
支援センター

教育委員会・
教育センター

身体のみ 1010 4.0 1.7 0.9 0.3 0.2      -

知的のみ 191 8.4 5.8 15.2 3.7 0.5 8.4

精神のみ 375 2.9 2.1 8.8      - 0.3 0.8

身体＋知的 48 8.3 2.1 10.4      -      - 2.1

身体＋精神 24 8.3 8.3 8.3      -      -      -

知的＋精神 10 10.0 10.0 10.0      -      -      -

難病・特定疾患 818 2.7 1.3 2.4 0.1 0.1      -

 調査数              

児童相談セ

ンター（児童

相談所）

インターネッ

ト等の情報

相談しなかっ

た
無回答

身体のみ 1010      - 1.9 6.9 4.6

知的のみ 191 8.9 2.1 4.7 6.8

精神のみ 375 0.8 6.1 12.5 8.0

身体＋知的 48 2.1 2.1 2.1 8.3

身体＋精神 24 4.2      - 16.7 8.3

知的＋精神 10 10.0      -      - 20.0

難病・特定疾患 818      - 3.5 6.4 2.9
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（2-3）該当する疾患・障害（問 10） 

 

    
 

 疾患・障害についてみると、「難病・特定疾患」が 37.6％で最も多く、次いで「慢性疾患（糖尿病・

心臓疾患・脳血管疾患・腎臓疾患・大腸の疾患等）」が 20.6％ となっています。 

 

（2-4）該当する難病・特定疾患（問 11） 

 
２件以上の回答があった難病・特定疾患の病名を疾患群別にまとめたところ、「消化器系疾患」が

24.6％で最も多く、次いで「神経・筋疾患」が20.1％、「代謝系疾患」が18.7％となっています。 

また、診断を受けてからの平均期間は12年6.5か月となっています。 

 
《診断を受けてからの期間》   ｎ＝(758)  

５年未満 ５～10年 

未満 

10～20年 

未満 

20～30年 

未満 

30～40年 

未満 

40年以上 平均 

27.2％ 23.7％ 26.3％ 13.2％ 7.1％ 2.4％ 12年6.5か月 

37.6

20.6

9.4

8.8

8.1

6.8

4.3

1.4

0.5

4.7

9.9

7.8

0 10 20 30 40

難病・特定疾患

慢性疾患

知的障害

気分障害

統合失調症

発達障害

神経症

高次脳機能障害

依存症

その他

特にない

無回答

ｎ＝（2,176）
（%）

24.6 
20.1 

18.7 
15.0 

3.9 
3.9 
3.7 

3.1 
3.0 

2.4 
2.1 

1.0 
0.3 

0 10 20 30

消化器系疾患

神経・筋疾患

免疫系疾患

腎・泌尿器系疾患

循環器系疾患

視覚系疾患

骨・関節系疾患

呼吸器系疾患

代謝系疾患

血液系疾患

皮膚・結合組織疾患

内分泌器系疾患

聴覚・平衡機能系疾患

ｎ＝（667）
（%）
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（2-５）該当する発達障害（問 12） 

 
 発達障害の診断名をまとめたところ、自閉症が最も多く 20.1％となっています。 

 

 

（2-6）発達障害の方が感じる発達障害の問題・困難の内容（問 14） 

     
 
発達障害の問題・困難の内容としては、「対人関係（友人等・家族を除く）」が 53.7％で最も多く、次

いで「学校関係」が 40.9％ 、「就職・仕事に関すること」が 38.9％となっています。 

 

  

20.1 

19.5 

11.4 

8.7 

7.4 

4.0 

3.4 

2.0 

1.3 

2.0 

0 5 10 15 20 25

自閉症

広汎性発達障害

注意欠陥多動性障害（ADHD)

自閉症スペクトラム（アスペルガー症候群）

学習障害

知的障害、精神遅滞、精神薄弱

発達障害

てんかん

機能障害

その他

（%）ｎ＝（149）

53.7

40.9

38.9

34.9

23.5

11.4

25.5

0 20 40 60

対人関係（友人等・家族を除く）

学校関係

就職・仕事に関すること

心身の状態に関すること

家族関係

その他

無回答

（%）ｎ＝（149）
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（2-7）日常生活で必要な介助・支援（問 18） 

  

 
 

 日常生活で必要な介助や支援についてみると、「調理・掃除・洗濯等の家事」が 29.5％で最も多く、

「区役所や事業者などの手続き」が 26.6％でこれに次いでいます。 

 一方、「介助や支援は必要ない」は 21.5％となっています。 
   

 

  

29.5

26.6

21.5

21.3

19.4

18.2

17.6

17.4

14.0

12.6

12.0

10.3

9.6

9.1

7.6

6.9

5.7

3.7

2.5

10.8

18.0

0 10 20 30

調理・掃除・洗濯等の家事

区役所や事業者などの手続き

介助や支援は必要ない

日常の買い物

通院、通学・通勤

お金の管理

通院、通学・通勤以外の外出

薬の管理

入浴

日常生活動作の見守り

食事

電話の利用

日常生活に必要な意志の伝達

着替え

排せつ

洗顔・歯磨き

室内の移動

医療的ケア（喀痰吸引、経管栄養、導尿、呼吸管理等）

寝返り

その他

無回答

（%）

ｎ＝（2,176）
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《障害の種類別》 

 
 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では、「調理・掃除・洗濯等の家事」が 27.8％で最も多くなって

いるほか、「難病・特定疾患」でも 19.6％と高くなっています。 

また、「精神のみ」でも「調理・掃除・洗濯等の家事」が 36.5％と最も多くなっています。 

一方、「知的のみ」では「区役所や事業者などの手続き」が 71.2％と最も多く、次いで「お金の管理」

が 67.0％となっています。 

 

  

 

調査数              食事 排せつ 入浴 寝返り 着替え

調理・掃除・

洗濯等の家

事

室内の移動

身体のみ 1010 13.3 8.5 17.1 3.0 11.0 27.8 7.3

知的のみ 191 23.0 14.7 24.6 2.1 16.2 58.1 3.7

精神のみ 375 9.6 1.9 4.3 0.8 2.4 36.5 2.1

身体＋知的 48 31.3 41.7 45.8 12.5 41.7 62.5 29.2

身体＋精神 24 20.8 16.7 37.5 8.3 16.7 45.8 12.5

知的＋精神 10 30.0 10.0 40.0      - 10.0 50.0 10.0

難病・特定疾患 818 9.2 7.1 12.6 3.3 9.7 19.6 6.1

 
調査数              洗顔・歯磨き 電話の利用 お金の管理

日常の買い

物

通院、通学・

通勤

通院、通学・
通勤以外の

外出

日常生活に
必要な意志

の伝達

身体のみ 1010 6.0 10.5 12.1 22.4 22.8 18.6 6.9

知的のみ 191 19.9 31.9 67.0 41.4 36.1 40.8 38.7

精神のみ 375 3.7 5.1 21.9 15.2 11.5 10.7 9.3

身体＋知的 48 39.6 45.8 56.3 52.1 41.7 41.7 39.6

身体＋精神 24 16.7 8.3 33.3 37.5 25.0 29.2 16.7

知的＋精神 10 10.0 10.0 40.0 30.0      -      - 10.0

難病・特定疾患 818 5.0 5.0 9.3 16.4 15.9 13.8 2.9

 

調査数              
日常生活動

作の見守り
薬の管理

区役所や事

業者などの

手続き

介助や支援

は必要ない

医療的ケア
（喀痰吸引、

経管栄養、

導尿、呼吸

管理等）

その他 無回答

身体のみ 1010 10.6 15.0 24.4 20.0 4.5 9.4 19.6

知的のみ 191 34.0 49.7 71.2 3.7 5.8 3.1 7.3

精神のみ 375 12.0 17.1 25.9 15.2 1.6 14.4 10.9

身体＋知的 48 43.8 47.9 58.3 2.1 10.4 2.1 14.6

身体＋精神 24 29.2 45.8 33.3 4.2 4.2 16.7 16.7

知的＋精神 10 10.0 30.0 20.0      - 10.0 10.0 40.0

難病・特定疾患 818 8.4 10.0 17.2 31.2 4.3 12.1 22.6



18 

 

（2-８）主な介助者（問 19） 

  

 
 
主な介助者・支援者をみると、「配偶者」が 28.4％で最も多く、次いで「母親」が 19.7％となってい

ます。 

 

障害の種類別にみると、「難病・特定疾患」では、「配偶者」が 42.1％と最も多くなっているほか、身

体のみでも 40.3％ となっています。 

 一方、「知的のみ」、「身体と知的の重複障害」では「母親」が６割以上と最も多くなっているほか、「精

神のみ」でも 29.6％となっています。 

  

全体 (1,317)

身体のみ (610)

知的のみ (170)

精神のみ (277)

身体+知的 (40)

身体+精神 (19)

知的+精神 (6)

難病・特定疾患 (378)

1.5

17.1

12.3

7.5

5.3

16.7

2.4

5.1

61.8

29.6

62.5

26.3

8.5

40.3

19.5

2.5

15.8

42.1

20.0

2.9

2.5

11.4

4.1

10.6

5.4

5.0

5.3

2.9

1.3

1.2

0.4

2.5

5.3

16.7

1.3

8.9

6.9

5.0

10.5

16.7

6.3

0.3

1.1

0.3

11.6

8.2

16.6

10.0

26.3

33.3

17.7

6.9

1.2

5.4

2.5

5.3

16.7

7.1

(%)

ｎ

6.1

19.7 28.4 12.0 5.2

1.2

6.6

0.5

14.3 6.1

父

親

母

親

配

偶
者

子 兄

弟
・
姉

妹

そ

の
他
親

族

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ
ー

ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア

そ

の
他

無

回
答
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３．相談や福祉の情報について 
（3-1）日常生活で困っていること（問 21）      

    
 

 日常生活で困っていることをみると、「健康状態に不安がある」（38.0％）が４割近くと、特に多くな

っています。 

  

38.0

29.4

27.1

26.9

25.7

23.9

22.7

18.4

13.8

12.5

11.3

11.2

10.9

10.5

8.0

6.8

6.8

5.4

4.5

3.1

17.6

7.4

0 20 40

健康状態に不安がある

災害時の避難に不安がある

経済的に不安がある

緊急時の対応に不安がある

将来に不安を感じている

家事などが十分できない

外出に支障がある

役所などの手続きが難しい

介助者が高齢化している

様々な人と知り合ったり、

交流する機会が少ない

障害や病気に対する周囲の理解がない

人間関係に支障がある

介助者の負担が大きい

就労について困っている

困ったとき相談する相手がいない

着替えや食事などが十分できない

住まいに支障がある

日中することがない

近くに、病気や障害を理解した上で

診てもらえる診療所がない

その他

特にない

無回答

ｎ＝（2,176）
（%）
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《障害の種類別》 

 
 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では「健康状態に不安がある」が 34.5％、「災害時の避難に不安

がある」が 32.2％ と、いずれも３割強と多くなっています。 

 また、「知的のみ」、「身体と知的の重複障害」では、「災害時の避難に不安がある」が５割前後で最も

多くなっています。 

 一方、「精神のみ」では、「経済的に不安がある」が 54.4％と最も多く、次いで「健康状態に不安があ

る」が 47.5％となっています。 

 「難病・特定疾患」では、「健康状態に不安がある」が 44.0％で最も多くなっています。 

 

 

調査数
健康状態に
不安がある

着替えや食

事などが十

分できない

家事などが
十分できない

介助者の負
担が大きい

介助者が高
齢化している

外出に支障
がある

住まいに支
障がある

就労につい
て困っている

身体のみ 1010 34.5 7.6 21.4 12.2 14.9 27.5 6.6 4.1

知的のみ 191 26.7 12.0 36.1 15.7 18.3 24.6 5.8 11.0

精神のみ 375 47.2 4.5 37.3 10.7 15.2 17.6 10.4 30.1

身体＋知的 48 29.2 14.6 27.1 20.8 25.0 25.0 16.7 8.3

身体＋精神 24 41.7 16.7 50.0 16.7 29.2 58.3 12.5 33.3

知的＋精神 10 80.0 20.0 50.0 10.0 10.0 50.0 20.0 10.0

難病・特定疾患 818 44.0 7.0 19.2 10.3 11.5 21.4 4.8 7.7

 

調査数

緊急時の対

応に不安が
ある

災害時の避

難に不安が
ある

人間関係に
支障がある

障害や病気

に対する周
囲の理解が

ない

困ったとき相

談する相手
がいない

役所などの

手続きが難し
い

近くに、病気
や障害を理

解した上で診
てもらえる診

療所がない

経済的に不
安がある

身体のみ 1010 27.6 32.2 3.9 6.5 5.4 16.3 3.0 20.0

知的のみ 191 45.0 49.2 29.8 17.3 13.1 39.8 7.9 24.1

精神のみ 375 25.9 23.7 32.5 25.3 18.4 21.3 7.7 54.4

身体＋知的 48 45.8 54.2 14.6 8.3 8.3 27.1 4.2 20.8

身体＋精神 24 25.0 33.3 16.7 16.7 8.3 37.5      - 33.3

知的＋精神 10 40.0 40.0 20.0 10.0      - 10.0 10.0 10.0

難病・特定疾患 818 21.1 23.7 3.3 8.9 3.9 13.1 3.5 25.2

 

調査数
将来に不安

を感じている

日中すること

がない

様々な人と

知り合った
り、交流する

機会が少な
い

特にない その他 無回答

身体のみ 1010 17.4 4.7 9.7 18.8 1.9 9.2

知的のみ 191 31.4 5.2 16.2 11.5 2.6 7.9

精神のみ 375 48.0 8.0 24.8 5.6 5.9 2.9

身体＋知的 48 25.0 8.3 16.7 12.5 4.2 12.5

身体＋精神 24 33.3 37.5 37.5      -      - 8.3

知的＋精神 10 20.0 20.0 20.0      -      - 20.0

難病・特定疾患 818 24.2 4.2 8.9 21.3 2.8 7.3
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（3-2）困った時の相談相手（問 22） 

    
    
 困った時の相談相手をみると、「家族や親族」が 77.3％と特に多く、次いで「医療関係者（医師・看

護師・医療相談員）」が 42.8％、「友人・知人」が 21.7％となっています。 
 
  

  

77.3

42.8

21.7

9.2

7.7

6.9

4.4

3.8

3.7

3.6

1.9

1.8

1.7

1.5

1.2

1.1

4.4

2.7

0 20 40 60 80

家族や親族

医療関係者（医師・看護師・医療相談員）

友人・知人

施設（通所・入所）の職員

ヘルパー等福祉従事者

障害福祉課・予防対策課の窓口

保健サービスセンター（保健師）

高齢者あんしん相談センター

近所の人

福祉事務所のケースワーカー

文京区社会福祉協議会

民生委員・児童委員

地域活動センター

障害等の当事者会や家族の会

身体障害者相談員・知的障害者相談員

障害者基幹相談支援センター

その他

相談する相手はいない

ｎ＝（2,176）
（%）
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《障害の種類別》 

 
 
障害の種類別にみると、「身体のみ」、「知的のみ」、「難病・特定疾患」では、いずれも「家族や親族」

が８割前後を占めて最も多くなっています。 

 一方、「精神のみ」では、「家族や親族」が 70.7％、「医療関係者（医師・看護師・医療相談員）」が

61.3％と、いずれも６割を超えて多くなっています。  

 

調査数 家族や親族 近所の人 友人・知人
民生委員・児
童委員

障害等の当

事者会や家

族の会

身体障害者

相談員・知的
障害者相談

員

ヘルパー等
福祉従事者

身体のみ 1010 77.7 4.7 21.6 2.0 1.1 1.0 10.3

知的のみ 191 88.0 3.7 7.9 1.0 2.6 4.7 4.2

精神のみ 375 70.7 1.9 26.9 2.1 2.7 0.5 6.1

身体＋知的 48 70.8 2.1 6.3 8.3 4.2 8.3 6.3

身体＋精神 24 45.8 12.5 12.5 4.2      - 8.3 16.7

知的＋精神 10 30.0 30.0 30.0 10.0      - 20.0      -

難病・特定疾患 818 78.1 2.9 24.8 1.3 0.9 0.6 7.9

 

調査数
施設（通所・

入所）の職員

医療関係者
（医師・看護

師・医療相談

員）

障害福祉課・

予防対策課
の窓口

保健サービ

スセンター
（保健師）

障害者基幹

相談支援セ
ンター

福祉事務所

のケース
ワーカー

文京区社会

福祉協議会

身体のみ 1010 3.8 38.8 6.3 1.2 0.7 3.2 2.4

知的のみ 191 37.7 24.6 18.8 1.0 3.7 2.1 3.1

精神のみ 375 14.9 61.3 8.8 16.3 2.4 8.0 1.6

身体＋知的 48 41.7 29.2 10.4      -      - 6.3 4.2

身体＋精神 24 4.2 45.8 8.3 20.8 4.2 12.5      -

知的＋精神 10 10.0 60.0 20.0 40.0      - 30.0 20.0

難病・特定疾患 818 3.4 46.6 3.8 3.2 0.4 1.3 1.3

 
調査数

地域活動セ
ンター

高齢者あん
しん相談セン

ター

相談する相
手はいない

その他 無回答

身体のみ 1010 1.1 5.5 1.9 3.0 4.5

知的のみ 191 2.6 0.5 0.5 6.8 1.6

精神のみ 375 4.5 0.5 5.6 8.3 1.6

身体＋知的 48 2.1 2.1      - 6.3 6.3

身体＋精神 24      - 4.2 4.2 12.5 12.5

知的＋精神 10 20.0      -      - 10.0 20.0

難病・特定疾患 818 0.2 3.8 3.1 3.4 3.2
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（3-3）福祉に関する情報の入手先（問 23） 

 

       
 福祉の情報の入手先をみると、「区の広報紙」が 44.5％でもっとも多く、次いで「医療機関」の 22.6％

となっています。 
 
《障害の種類別》 

 
 
障害の種類別にみると、「身体のみ」で「区の広報紙」が 51.8％と最も多くなっているほか、「難病・

特定疾患」でも 45.5％と多くなっています。また、「知的のみ」では「区の広報紙」（43.5％）に次いで、

「施設（通所・入所）職員」が 35.6％と多くなっています。 

一方、「精神のみ」では「医療機関」が 34.9％と最も多くなっています。 

44.5

22.6

16.2

14.8

13.0

12.9

9.2

8.3

4.1

4.0

4.4

16.0

5.0

0 20 40 60

区の広報紙

医療機関

インターネット

区の障害福祉課・予防対策課

新聞・書籍

テレビ・ラジオ

施設（通所・入所）職員

区のホームページ

保健サービスセンター

障害等の当事者会や家族の会

その他

特にない

無回答

（%）
ｎ＝（2,176）

 

調査数 区の広報紙
区のホーム
ページ

区の障害福

祉課・予防対

策課

保健サービ
スセンター

施設（通所・
入所）職員

テレビ・ラジ
オ

インターネッ
ト

身体のみ 1010 51.8 7.7 14.5 1.9 4.5 15.7 12.7

知的のみ 191 43.5 4.2 29.8 1.6 35.6 9.4 6.3

精神のみ 375 30.1 8.3 18.1 12.0 13.6 9.6 24.0

身体＋知的 48 33.3 8.3 20.8 2.1 31.3 8.3 8.3

身体＋精神 24 12.5      - 12.5 12.5 20.8 8.3 4.2

知的＋精神 10 30.0      - 20.0 20.0 10.0 20.0      -

難病・特定疾患 818 45.5 10.0 9.8 4.0 4.3 12.1 20.5

 

調査数 新聞・書籍

障害等の当

事者会や家

族の会

医療機関 特にない その他 無回答

身体のみ 1010 16.3 2.7 19.1 15.2 3.6 5.8

知的のみ 191 4.7 10.5 4.2 13.6 5.8 5.8

精神のみ 375 9.3 5.1 34.9 16.5 7.2 4.0

身体＋知的 48 4.2 20.8 10.4 10.4 16.7 10.4

身体＋精神 24 4.2 4.2 29.2 20.8 4.2 8.3

知的＋精神 10      -      - 10.0      - 20.0 20.0

難病・特定疾患 818 13.9 2.2 26.3 16.0 2.8 4.0
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（3-4）今後希望する生活（問 24） 

   
今後希望する生活についてみると、「親や親族と一緒に生活する」が 32.4％、「地域で独立して生活す

る」が 29.7％で３割前後と多くなっています。 
 
《障害の種類別》 

  

  
障害の種類別にみると、「身体のみ」、「精神のみ」、「難病・特定疾患」では、「地域で独立して生活す

る」と「親や親族と一緒に生活する」が多くなっています。 

一方、「知的のみ」、「身体と知的の重複障害」では、「親や親族と生活する」がそれぞれ 34.6％、39.6％

で最も多く、次いで「グループホーム等の共同生活住居に入居する」となっています。 
 

 

  

32.4

29.7

5.2

3.2

2.9

0.9

17.4

8.3

0 10 20 30 40

親や親族と一緒に生活する

地域で独立して生活する

高齢者の入所施設（老人ホーム等）に入所する

グループホーム等の共同生活住居に入居する

区内の障害者の入所施設（障害者支援施設等）

に入所する

遠くても良いので障害者の入所施設（障害者支

援施設等）に入所する

わからない

無回答

ｎ＝（2,176） （%）

 

調査数
地域で独立

して生活する

親や親族と

一緒に生活

する

グループ

ホーム等の

共同生活住

居に入居す

る

区内の障害

者の入所施

設（障害者支

援施設等）に

入所する

遠くても良い

ので障害者

の入所施設

（障害者支援

施設等）に入

所する

高齢者の入

所施設（老人

ホーム等）に

入所する

身体のみ 1010 29.7 30.2 1.7 3.4 0.7 7.3

知的のみ 191 8.4 34.6 20.9 8.4 2.6 1.0

精神のみ 375 39.7 32.8 1.1 0.8 0.5 1.9

身体＋知的 48 4.2 39.6 6.3 16.7 2.1 2.1

身体＋精神 24 20.8 8.3      - 4.2 16.7 8.3

知的＋精神 10 40.0 20.0      -      - 10.0 10.0

難病・特定疾患 818 32.4 35.0 1.2 1.6 0.5 5.0

 
調査数 わからない 無回答

身体のみ 1010 16.9 10.1

知的のみ 191 19.4 4.7

精神のみ 375 20.3 2.9

身体＋知的 48 10.4 18.8

身体＋精神 24 20.8 20.8

知的＋精神 10      - 20.0

難病・特定疾患 818 14.9 9.4
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（3-5）地域で安心して暮らしていくために必要な施策（問 26） 

     
 
 地域で安心して暮すために必要な施策をみると、「医療機関サービスの充実」が 38.0％で最も多く、

次いで「障害に対する理解の促進」が 35.3％となっています。 
  

 

  

38.0

35.3

29.2

20.0

19.7

19.5

16.9

15.3

12.0

11.4

10.7

10.1

7.4

6.9

6.1

5.2

5.1

4.0

3.4

3.3

2.8

7.4

6.4

0 20 40

医療機関サービスの充実

障害に対する理解の促進

経済的支援の充実

相談支援体制の充実

災害時支援の充実

雇用・就労支援の充実

訪問系サービスの充実

建物・道路などのバリアフリー化

入所施設の充実

日中活動系サービスの充実

趣味やスポーツ活動の充実

障害者向けの住まいの確保

居住支援の充実

短期入所の充実

福祉機器・補装具などの充実

グループホームなどの整備

地域交流の場の充実

教育・育成の充実

当事者同士で支援しあえる仕組みづくり

意思疎通支援の充実

その他

特にない

無回答

（%）ｎ＝（2,176）



26 

 

《障害の種類別》 

 
 
障害の種類別にみると、「身体のみ」では「医療機関サービスの充実」が 37.9％で最も多く、次いで

「障害に対する理解の促進」が 30.8％、「災害時支援の充実」が 22.7％となっています。 

 「知的のみ」では、「障害に対する理解」が 50.3％と最も多く、次いで「相談支援体制の充実」が 30.4％、

「入所施設（障害者支援施設等）の充実」が 29.8％となっています。 

 「精神のみ」では、「障害に対する理解の促進」が 54.1％と最も多く、次いで「経済的支援の充実」

が 50.4％、「雇用・就労支援の充実」が 42.9％となっています。 

 「難病・特定疾患」では、「医療機関サービスの充実」が 45.7％と最も多く、次いで「経済的支援の

充実」が 29.6％、「障害に対する理解の促進」が 29.1％となっています。 
  

調査数

障害に対す

る理解の促

進

医療機関

サービスの

充実

教育・育成の

充実

雇用・就労支

援の充実

相談支援体

制の充実

訪問系サー

ビス（居宅介

護・重度訪問

介護、同行

援護等）の充

実

日中活動系

サービス（生

活介護・自立

訓練・就労移

行支援・就労

継続支援等）

の充実

短期入所の

充実

身体のみ 1010 30.8 37.9 2.9 8.7 16.9 21.1 7.8 7.5

知的のみ 191 50.3 25.1 3.1 28.8 30.4 8.9 26.7 16.2

精神のみ 375 54.1 34.7 7.2 42.9 27.7 7.7 17.3 2.7

身体＋知的 48 35.4 18.8 4.2 10.4 16.7 16.7 12.5 16.7

身体＋精神 24 45.8 29.2      - 12.5 12.5 25.0 12.5      -

知的＋精神 10 40.0 40.0      - 10.0 30.0 40.0 30.0      -

難病・特定疾患 818 29.1 45.7 4.2 18.1 18.5 18.1 8.4 6.0

調査数
意思疎通支

援の充実

福祉機器・補

装具などの

充実

グループ

ホームなど

の整備

入所施設（障

害者支援施

設等）の充実

障害者向け

の住まいの

確保

居住支援の

充実（住まい

探しなど）

建物・道路な

どのバリアフ

リー化

当事者同士

で支援しあえ

る仕組みづく

り

身体のみ 1010 2.5 9.9 3.3 12.7 10.4 6.6 22.5 2.2

知的のみ 191 8.9 1.6 23.6 29.8 13.1 7.9 3.7 0.5

精神のみ 375 5.1 0.8 2.7 4.5 13.9 11.7 2.9 5.3

身体＋知的 48 2.1 6.3 12.5 37.5 14.6 6.3 18.8 8.3

身体＋精神 24 4.2 12.5 4.2 8.3 4.2 4.2 8.3 4.2

知的＋精神 10 10.0 10.0 10.0      - 10.0      -      -      -

難病・特定疾患 818 1.5 5.0 3.1 10.5 7.5 5.6 18.7 3.9

調査数

趣味やス

ポーツ活動

の充実

経済的支援

の充実

災害時支援

の充実

地域交流の

場の充実
特にない その他 無回答

身体のみ 1010 9.6 21.9 22.7 4.7 8.4 2.3 8.1

知的のみ 191 17.8 23.0 17.8 2.1 4.7 1.6 5.2

精神のみ 375 14.1 50.4 15.2 6.1 3.5 4.5 4.3

身体＋知的 48 6.3 18.8 16.7 2.1 4.2 2.1 12.5

身体＋精神 24 4.2 20.8 16.7      - 12.5 4.2 16.7

知的＋精神 10      -      - 20.0      - 20.0      - 20.0

難病・特定疾患 818 7.3 29.6 19.3 6.2 8.8 2.8 4.6
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４．日中活動や外出について 
 

（４-1）平日の日中の過ごし方（問 33） 

 

   
 
 平日の日中の過ごし方についてみると、「特に何もしていない」が 22.5％で最も多く、次いで「自宅

で家事をしている」が 19.7％、「正社員・正職員として働いている」が 15.0％となっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.7

15.0

10.0

6.2

5.5

4.4

1.4

1.1

0.1

0.4

4.8

22.5

1.4

7.5

0 10 20 30

自宅で家事をしている

正社員・正職員として働いている

パート・アルバイトなどで働いている

自宅で働いている（自営業・内職・家業の手伝い

など）

就労移行支援事業所、就労継続支援（Ａ型、Ｂ

型）事業所などに通所して仕事をしている

地域活動支援センターなどの通所施設に通って

いる

大学・学校などに通っている

就職活動中

職業訓練中

育児をしている

その他

特になにもしていない

休職中

無回答

（%）
ｎ＝（2,176）
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《障害の種類別》 

 
 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では、「特に何もしていない」が 30.3％と最も多くなっているほ

か、「精神のみ」でも 18.9％となっています。 

一方、「知的のみ」では、「就労移行支援事業所、就労継続支援（A型、B型）事業所などに通所して

仕事をしている」が 30.4％と最も多く、次いで「パート・アルバイトなどで働いている」が 18.8％と

なっています。 

なお、「身体と知的の重複障害」では、「地域活動支援センターなどの通所施設施設に通っている」が

25.0％と最も多くなっています。 

また、「難病・特定疾患」では「正社員・正職員として働いている」が 22.5％ 、「自宅で家事をして

いる」が 22.4％といずれも２割を超えています。 

 

  

 

調査数

正社員・正職

員として働い

ている

パート・アル

バイトなどで

働いている

自宅で働い

ている（自営

業・内職・家

業の手伝い

など）

就労移行支

援事業所、

就労継続支

援（Ａ型、Ｂ

型）事業所な

どに通所して

仕事をしてい

る

地域活動支

援センターな

どの通所施

設に通ってい

る

大学・学校な

どに通ってい

る

職業訓練中

身体のみ 1010 12.3 4.8 7.5 0.5 2.7 1.4      -

知的のみ 191 12.0 18.8 1.0 30.4 14.1 1.6      -

精神のみ 375 9.9 16.5 3.7 12.5 5.1 0.8 0.8

身体＋知的 48 2.1 8.3 2.1 18.8 25.0      -      -

身体＋精神 24      -      -      -      - 12.5      -      -

知的＋精神 10      - 10.0      -      - 10.0      -      -

難病・特定疾患 818 22.5 10.8 7.1 0.4 2.2 1.6      -

 

調査数 就職活動中
自宅で家事

をしている

育児をしてい

る

特になにもし

ていない
休職中 その他 無回答

身体のみ 1010 0.8 22.4 0.3 30.3 1.3 5.8 10.0

知的のみ 191 0.5 3.1      - 6.3 0.5 4.2 7.3

精神のみ 375 2.7 16.5      - 18.9 2.4 5.6 4.5

身体＋知的 48      - 8.3      - 18.8      - 2.1 14.6

身体＋精神 24      - 8.3      - 54.2 4.2      - 20.8

知的＋精神 10      - 10.0      - 40.0      - 10.0 20.0

難病・特定疾患 818 0.9 22.4 0.7 19.3 1.7 4.4 6.1
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（４-2）仕事上困っていること（問 34） 

  
 現在働いている障害者の方に、仕事をする上での困難を訊いたところ、「収入が少ない」が 39.3％で

最も多く、次いで「特にない」が 32.5％となっています。 
 
 
《障害の種類別》 

 
 
障害の種類別にみると、「精神のみ」では「収入が少ない」が 62.5％ と最も多く、次いで「精神的に

つらい」が 25.0％、「職場の人間関係」が 24.4％となっています。また、「知的のみ」、「身体のみ」で

も、「収入が少ない」が、それぞれ 46.2％、30.0％ で最も多くなっています。 

一方、「難病・特定疾患」では、「体力的につらい」が 35.7％と多く、「収入が少ない」は 31.2％とな

っています。 

 

39.3

22.8

13.2

11.7

9.1

8.3

5.6

4.0

3.0

3.8

32.5

3.6

0 10 20 30 40

収入が少ない

体力的につらい

精神的につらい

職場の人間関係

通勤が大変

職場の障害理解が不足している

職場での相談相手がいない

職場環境が障害に対応していない

仕事を覚えるのが遅い、覚えられなくて叱ら

れる

その他

特にない

無回答

（%）
ｎ＝（798）

 

調査数
収入が少な

い

体力的につ

らい

精神的につ

らい
通勤が大変

職場の人間

関係

職場での相

談相手がい

ない

身体のみ 253 30.0 20.2 9.9 10.7 5.9 5.1

知的のみ 119 46.2 5.9 8.4 9.2 19.3 7.6

精神のみ 160 62.5 18.1 25.0 5.6 24.4 10.0

身体＋知的 15 33.3 13.3 6.7 6.7 6.7      -

知的＋精神 1      -      -      -      -      -      -

難病・特定疾患 333 31.2 35.7 12.0 12.3 6.0 3.0

 

調査数

職場の障害

理解が不足
している

職場環境が

障害に対応
していない

仕事を覚える

のが遅い、覚

えられなくて
叱られる

特にない その他 無回答

身体のみ 253 11.1 7.5 0.4 39.5 2.0 5.1

知的のみ 119 3.4 1.7 5.0 33.6 4.2 5.0

精神のみ 160 12.5 3.1 7.5 11.3 7.5 1.9

身体＋知的 15      -      - 6.7 46.7      - 6.7

知的＋精神 1      -      -      -      -      - 100.0

難病・特定疾患 333 7.8 3.9 0.6 36.3 2.4 2.7
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（４-3）一般就労に必要なこと（問 36） 

  
 障害者が一般就労するために必要なこととしては、「障害に応じた柔軟な勤務体系」が 26.4％で最も

多く、次いで、「自分に合った仕事を見つける支援」が 24.8％、「就労に向けての相談支援」が 24.3％

となっています。 

     
  
 
 

  

26.4

24.8

24.3

20.7

18.7

14.8

12.9

10.2

6.6

6.5

4.9

4.0

3.5

2.6

11.2

18.5

0 10 20 30

障害に応じた柔軟な勤務体系

自分に合った仕事を見つける支援

就労に向けての相談支援

職場の障害理解の促進

就労してからの相談支援

障害特性に合った多様な仕事

障害特性に合った職業訓練

障害者向けの求人情報の提供

通勤経路のバリアフリー化

転職・退職に応じた相談支援

職場のバリアフリー化

職場適応援助者（ジョブコーチ）

などからの支援

職場での就労体験

その他

特にない

無回答

（%）ｎ＝（2,176）
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《障害の種類別》 

 
 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では、「障害に応じた柔軟な勤務体系」、「就労に向けての相談支

援」、「自分に合った仕事を見つける支援」が、それぞれ 22.9％、21.1％、20.8％と、いずれも２割を超

えています。 

「知的のみ」では、「自分に合った仕事を見つける支援」が 33.5％と多くなっています。 

「精神のみ」でも、「自分に合った仕事を見つける支援」が 33.6％と多く、「障害に応じた柔軟な勤務

体系」も 32.0％となっています 

 「難病・特定疾患」では、「障害に応じた柔軟な勤務体系」が 33.6％で最も多く、次いで「自分に合

った仕事を見つける支援」が 24.1％となっています。 

 

調査数

就労に向け

ての相談支

援

就労してから

の相談支援

転職・退職に

応じた相談

支援

障害特性に

合った職業

訓練

職場での就

労体験

自分に合っ

た仕事を見

つける支援

身体のみ 1010 21.1 12.7 5.5 12.9 2.1 20.8

知的のみ 191 24.6 26.7 7.9 18.8 9.9 33.5

精神のみ 375 31.7 29.9 7.2 14.1 4.5 33.6

身体＋知的 48 16.7 27.1 4.2 8.3 2.1 6.3

身体＋精神 24 20.8 12.5 4.2 4.2      - 8.3

知的＋精神 10 10.0 10.0 10.0      -      - 20.0

難病・特定疾患 818 23.6 16.3 7.0 12.0 3.3 24.1

 

調査数

障害者向け

の求人情報

の提供

障害特性に

合った多様

な仕事

障害に応じた

柔軟な勤務

体系

職場の障害

理解の促進

職場適応援

助者（ジョブ

コーチ）など

からの支援

職場のバリ

アフリー化

身体のみ 1010 10.6 12.3 22.9 14.8 1.9 5.9

知的のみ 191 5.8 20.9 15.7 32.5 20.9 1.6

精神のみ 375 15.2 17.3 32.0 24.8 3.5 2.1

身体＋知的 48 2.1 16.7 22.9 22.9 8.3 6.3

身体＋精神 24      - 16.7 16.7      -      -      -

知的＋精神 10      - 10.0 20.0 10.0 20.0      -

難病・特定疾患 818 10.9 14.1 33.6 22.7 2.3 7.3

 

調査数

通勤経路の

バリアフリー

化

特にない その他 無回答

身体のみ 1010 8.1 13.4 2.3 25.2

知的のみ 191 2.6 7.9 2.1 10.5

精神のみ 375 1.9 7.7 4.3 6.7

身体＋知的 48 8.3 12.5 2.1 31.3

身体＋精神 24      - 16.7      - 50.0

知的＋精神 10      - 10.0      - 50.0

難病・特定疾患 818 9.9 9.9 2.2 16.7



32 

 

（４-4）余暇の過ごし方（問 37） 

 

       
  
 休日や余裕のある時の過ごし方をみると、「家でくつろぐ」が 51.7％と５割を超えています。以下、

「買い物」が 39.8％、「近所の散歩」が 33.4％となっています。 

 

  

51.7

39.8

33.4

29.7

25.8

22.8

21.0

15.9

15.8

13.8

5.6

3.6

6.5

7.1

7.9

0 20 40 60

家でくつろぐ

買い物

近所の散歩

趣味や学習活動

友人・知人と会う

読書

飲食店に行く

旅行

演劇や映画の鑑賞

スポーツ・運動

地域の行事への参加

ボランティア活動

その他

特に何もしない

無回答

ｎ＝（2,176） （%）
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《障害の種類別》 

 
 

障害の種類別にみると、いずれの障害でも、「家でくつろぐ」が最も多く、次いで「買い物」や「近

所の散歩」となっています。 

 また、「精神のみ」では、「趣味や学習活動」が 41.1％と、他の障害者に比べて多くなっています。 

  

 
調査数 家でくつろぐ 買い物 近所の散歩

趣味や学習

活動

友人・知人と

会う
読書

身体のみ 1010 47.1 36.6 33.3 25.1 26.4 22.8

知的のみ 191 59.7 51.3 30.4 30.4 11.5 5.8

精神のみ 375 56.5 45.6 35.7 41.1 26.1 28.3

身体＋知的 48 54.2 31.3 35.4 20.8 8.3 6.3

身体＋精神 24 37.5 16.7 20.8 4.2 8.3 12.5

知的＋精神 10 40.0 30.0 30.0      - 20.0      -

難病・特定疾患 818 54.3 39.0 33.6 29.8 31.3 26.2

 
調査数 飲食店に行く 旅行

演劇や映画

の鑑賞

スポーツ・運

動

地域の行事

への参加

ボランティア

活動

身体のみ 1010 18.7 15.5 13.1 12.4 6.0 4.2

知的のみ 191 25.1 17.8 18.8 19.9 6.8 3.1

精神のみ 375 24.8 10.7 17.6 12.3 3.7 3.2

身体＋知的 48 27.1 14.6 12.5 2.1 14.6      -

身体＋精神 24 8.3 4.2 8.3      - 4.2      -

知的＋精神 10 20.0      -      -      - 10.0      -

難病・特定疾患 818 21.5 18.2 17.7 13.7 4.6 3.8

 
調査数 その他

特に何もしな

い
無回答

身体のみ 1010 4.6 8.2 10.7

知的のみ 191 10.5 2.6 3.7

精神のみ 375 8.3 8.3 3.5

身体＋知的 48 8.3 4.2 12.5

身体＋精神 24 29.2 4.2 16.7

知的＋精神 10      -      - 40.0

難病・特定疾患 818 6.5 7.1 8.1
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（４-5）外出頻度（問 38） 

  

 
外出の頻度をみると、「ほぼ毎日」が 42.7％で最も多く、「週に３～４回」が 20.1％となっています。 

 

障害の種類別にみると、「知的のみ」、「精神のみ」、「難病・特定疾患」では「ほぼ毎日」が、それぞ

れ 52.4％ 、49.9％、44.1％と、いずれも多くなっています。 

 一方、「身体のみ」では、「ほぼ毎日」が 34.1％と、他の障害者に比べて少なく、その一方、「週に３

～４回」が 26.0％と多くなっています。 
 

 

  

全体 (2,176)

身体のみ (1,010)

知的のみ (191)

精神のみ (375)

身体+知的 (48)

身体+精神 (24)

知的+精神 (10)

難病・特定疾患 (818)

34.1

52.4

49.9

35.4

16.7

30.0

44.1

26.0

8.4

17.6

12.5

16.7

10.0

20.2

14.3

16.8

13.9

16.7

16.7

13.7

4.2

5.8

4.8

6.3

16.7

10.0

4.2

12.0

9.4

10.1

14.6

20.8

10.0

10.0

9.5

7.3

3.7

14.6

12.5

40.0

7.8

(%)ｎ

42.7 20.1 14.1

4.8

10.7 7.6

ほ

ぼ
毎

日

週

に
３
～

４
回

週

に
１
～

２
回

月

に
１
～

３
回

あ

ま
り

外
出
し

な
い

無

回
答
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（４-6）外出の際に困っていること（問 39） 

 

  
 
外出の時困っていることとしては、「疲れた時の休息場所」が 29.5％で最も多くなっています。 
一方、「特にない」も 28.1％と多くなっています。 

 
 

  

29.5

25.9

25.0

19.0

17.1

15.5

13.1

10.0

9.6

4.1

2.9

7.1

28.1

8.5

0 10 20 30

疲れたときの休憩場所

建物の段差や階段

歩道の段差や傾斜

自動車・自転車に危険を感じる

駅構内の移動や乗り換え

トイレの利用

外出するのに支援が必要である

歩道上に障害物が多い

バスやタクシーの利用

券売機の利用

外出したくても介助者がいない

その他

特にない

無回答

（%）

ｎ＝（2,176）
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《障害の種類別》 

 
 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では、「建物の段差や階段」、「歩道の段差や傾斜」が、それぞれ

38.2％、37.7％と４割近くを占めて多くなっています。 

一方、「知的のみ」では、「外出するのに支援が必要である」が 26.7％で最も多くなっています。 

 また、「精神のみ」、「難病・特定疾患」では、「疲れた時の休息場所」が、それぞれ 31.7％、32.2％と

多くなっています。  

 

調査数
歩道の段差

や傾斜

建物の段差

や階段

バスやタク

シーの利用

駅構内の移

動や乗り換

え

券売機の利

用
トイレの利用

身体のみ 1010 37.7 38.2 12.0 22.8 5.0 17.9

知的のみ 191 6.8 6.3 15.2 16.8 11.0 11.5

精神のみ 375 5.6 7.2 4.8 9.3 1.3 8.5

身体＋知的 48 45.8 39.6 14.6 16.7 4.2 22.9

身体＋精神 24 25.0 41.7 29.2 16.7 8.3 37.5

知的＋精神 10 10.0 10.0 10.0 10.0      - 20.0

難病・特定疾患 818 27.4 28.1 7.9 17.4 3.4 18.0

 

調査数
歩道上に障

害物が多い

疲れたときの

休憩場所

自動車・自転

車に危険を

感じる

外出するの

に支援が必

要である

外出したくて

も介助者が

いない

特にない

身体のみ 1010 16.1 32.3 25.0 15.0 3.7 17.3

知的のみ 191 3.7 8.9 12.6 26.7 3.7 36.1

精神のみ 375 2.1 31.7 12.8 5.3 2.4 41.3

身体＋知的 48 18.8 27.1 22.9 35.4 4.2 8.3

身体＋精神 24 8.3 37.5 20.8 20.8      - 4.2

知的＋精神 10      - 10.0 10.0      -      - 10.0

難病・特定疾患 818 10.3 32.2 18.1 10.8 2.7 30.1

 
調査数 その他 無回答

身体のみ 1010 5.8 10.4

知的のみ 191 4.2 8.4

精神のみ 375 16 5.3

身体＋知的 48 6.3 16.7

身体＋精神 24 4.2 12.5

知的＋精神 10 10.0 40.0

難病・特定疾患 818 5.1 7.9
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５．差別解消について 
 

（５-1）合理的配慮を進めていくために必要なこと（問 42） 

    
合理的配慮を進めていくために必要なことをみると、「区民や民間事業者に対して障害者差別解消法

に関する周知・啓発」が 31.2％で最も多く、「ヘルプマーク・ヘルプカードの周知・啓発」が 17.8％

でこれに次いでいます。 

一方、「特にない」も 23.3％と高くなっています。 
 
《障害の種類別》 

 
 

障害の種類別にみると、「知的のみ」、「精神のみ」、「難病・特定疾患」で、「区民や民間事業者に対し

て障害者差別解消法に関する周知・啓発」がそれぞれ 38.7％、42.4％、32.4％と多くなっています。 

31.2

17.8

10.4

10.1

9.7

8.5

3.9

23.3

18.8

0 10 20 30 40

区民や民間事業者に対して障害者差別解消

法に関する周知・啓発

ヘルプマーク・ヘルプカードの周知・啓発

筆談、読み上げ、手話など障害の特性に応じ

たコミュニケーション手段の設置

障害者差別解消法に係るセミナー等の開催

障害当事者を講師とした区民・民間事業者向

けの研修

意思疎通のために絵や写真カード、ＩＣＴ

機器（タブレット端末等）等の活用

その他

特にない

無回答

（%）ｎ＝（2,176）

 

調査数

区民や民間

事業者に対

して障害者

差別解消法

に関する周

知・啓発

障害者差別

解消法に係

るセミナー等

の開催

障害当事者

を講師とした

区民・民間事

業者向けの

研修

筆談、読み

上げ、手話な

ど障害の特

性に応じたコ

ミュニケー

ション手段の

設置

意思疎通の

ために絵や

写真カード、Ｉ

ＣＴ機器（タブ

レット端末

等）等の活用

ヘルプマー

ク・ヘルプ

カードの周

知・啓発

身体のみ 1010 24.7 7.6 9.8 12.1 7.5 16.3

知的のみ 191 38.7 15.7 5.2 6.8 14.7 16.8

精神のみ 375 42.4 15.7 12.3 6.1 5.9 16.0

身体＋知的 48 22.9 10.4 16.7 4.2 6.3 18.8

身体＋精神 24 16.7      - 4.2 4.2 8.3 4.2

知的＋精神 10 30.0 20.0 10.0      -      - 10.0

難病・特定疾患 818 32.4 9.3 10.0 10.9 9.9 22.7

 調査数 特にない その他 無回答

身体のみ 1010 26.2 2.1 23.4

知的のみ 191 18.3 4.2 17.3

精神のみ 375 21.9 8.8 10.7

身体＋知的 48 16.7 6.3 25.0

身体＋精神 24 29.2 4.2 41.7

知的＋精神 10 20.0      - 40.0

難病・特定疾患 818 21.6 2.8 16.3
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６．災害対策について 
 

（６-1）災害発生時に困ること（問 43） 

  
 

災害発生時に困ることをみると、「薬や医療的ケアを確保できるかどうか心配」が 49.0％で最も多く、

以下、「避難所で必要な支援が受けられるか心配」が 30.8％、「一人では避難できない」が 25.4％とな

っています。 

 

  

49.0

30.8

25.4

22.6

21.9

16.5

13.9

12.8

11.9

8.2

4.0

14.3

9.7

0 20 40 60

薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安

避難所で必要な支援が受けられるか不安

一人では避難できない

避難所の設備が障害に対応しているか不安

避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい

助けを求める方法がわからない

災害の情報を知る方法がわからない

近くに助けてくれる人がいない

避難所の場所がわからない

医療機器の電源確保が心配

その他

特にない

無回答

ｎ＝（2,176）
（%）
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《障害の種類別》 

 
 

障害の種類別にみると、「精神のみ」、「難病・特定疾患」「身体のみ」では「薬や医療的ケアを確保で

きるかどうか心配」が、それぞれ 63.5％、57.0％、44.7％と最も多くなっています。 

また、「精神のみ」では、「避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい」が 38.9％、「避難所で必要な

支援が受けられるか不安」が 35.4％と多くなっています。 

一方、「知的のみ」では、「１人では避難できない」が 44.5％と最も多く、次いで「避難所で必要な支

援が受けられるか不安」が 34.6％、「避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい」が 33.0％となってい

ます。 

  

 

調査数

災害の情報

を知る方法

がわからな

い

助けを求める

方法がわか

らない

避難所の場

所がわから

ない

近くに助けて

くれる人がい

ない

一人では避

難できない

避難所の設

備が障害に

対応している

か不安

避難所で必

要な支援が

受けられるか

不安

身体のみ 1010 13.8 15.4 11.1 12.8 30.0 27.1 33.0

知的のみ 191 27.2 29.8 20.4 9.4 44.5 19.9 34.6

精神のみ 375 13.9 18.4 14.4 20.3 13.9 21.6 33.1

身体＋知的 48 29.2 22.9 14.6 18.8 56.3 33.3 35.4

身体＋精神 24 8.3 20.8 16.7 12.5 41.7 20.8 25.0

知的＋精神 10 10.0 20.0 10.0 20.0 40.0 20.0 20.0

難病・特定疾患 818 9.4 12.5 8.1 10.1 20.0 21.3 29.3

 

調査数

避難所で他

の人と一緒

に過ごすの

が難しい

薬や医療的

ケアを確保で

きるかどうか

不安

医療機器の

電源確保が

心配

特にない その他 無回答

身体のみ 1010 16.3 44.7 11.7 13.5 3.0 12.3

知的のみ 191 33.0 25.1 6.8 16.2 4.7 7.9

精神のみ 375 38.9 63.5 4.8 12.8 5.6 5.3

身体＋知的 48 41.7 31.3 12.5 4.2 8.3 20.8

身体＋精神 24 33.3 50.0 16.7 8.3 4.2 16.7

知的＋精神 10 30.0 30.0      - 10.0      - 40.0

難病・特定疾患 818 16.5 57.0 8.6 15.2 4.4 8.8
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（６-2）災害に対する備え（問 44） 

    

 
 

災害に対する備えをみると、「非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄（3日分程度）をしている」

が 35.2％で最も多く、次いで「疾病等で必要な薬や医療機関の連絡先などを備えている」が 26.5％と

なっています。 

一方、「特にない」も 25.7％となっています。 
 

  

  

35.2

26.5

21.6

17.7

8.1

3.7

3.6

3.1

2.5

2.2

25.7

10.4

0 20 40

非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄（３日分程度）をしている

疾病等で必要な薬や医療機関の連絡先などを備えている

日頃から家族で災害時の対応を話し合っている

家具に転倒防止器具を取り付けている

文京区の「避難行動要支援者名簿」に登録している

近所の人や知人等に、災害が発生したときの助けをお願いしている

住居の耐震診断を受け、必要な補強を行っている

地域の防災訓練や勉強会・セミナー等に参加している

区民防災組織（町会・自治会）や消防団等に参加している

その他

特にない

無回答

ｎ＝（2,176） （%）
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《障害の種類別》 

 
 

障害の種類別にみると、「身体のみ」、「難病・特定疾患」では、「非常時持ち出し品の用意、非常食等

の備蓄（3 日分程度）をしている」が最も多く、次いで「疾病等で必要な薬や医療機関の連絡先などを

備えている」となっています。特に、「難病・特定疾患」では「非常時持ち出し品の用意、非常食等の

備蓄（3日分程度）をしている」が 41.9％と、他の障害者より多くなっています。 

一方、「知的のみ」では、「日頃から家族で災害時の対応を話し合っている」と「非常時持ち出し品の

用意、非常食等の備蓄（3日分程度）をしている」がそれぞれ 34.0％、33.0％と多くなっています。 

 

  

 

調査数

日頃から家

族で災害時

の対応を話し

合っている

非常時持ち

出し品の用

意、非常食

等の備蓄（３

日分程度）を

している

疾病等で必

要な薬や医

療機関の連

絡先などを

備えている

近所の人や

知人等に、災

害が発生し

たときの助け

をお願いして

いる

文京区の「避

難行動要支

援者名簿」に

登録している

家具に転倒

防止器具を

取り付けてい

る

身体のみ 1010 21.3 34.0 26.9 4.9 10.3 18.1

知的のみ 191 34.0 33.0 16.8 2.1 17.8 19.9

精神のみ 375 14.1 27.5 25.9 3.2 4.8 12.0

身体＋知的 48 29.2 22.9 20.8 10.4 22.9 25.0

身体＋精神 24 12.5 16.7 20.8 4.2 8.3 16.7

知的＋精神 10 10.0 20.0 10.0 10.0 10.0 20.0

難病・特定疾患 818 24.3 41.9 33.3 3.4 5.1 18.5

 

調査数

住居の耐震

診断を受け、
必要な補強

を行っている

区民防災組

織（町会・自
治会）や消防

団等に参加

している

地域の防災

訓練や勉強
会・セミナー

等に参加して

いる

特にない その他 無回答

身体のみ 1010 3.5 3.4 3.4 23.5 1.8 13.1

知的のみ 191 6.3 2.1 3.7 21.5 2.6 9.9

精神のみ 375 3.2 1.3 2.1 35.7 3.7 6.4

身体＋知的 48 6.3 4.2 6.3 14.6 2.1 22.9

身体＋精神 24      -      -      - 33.3      - 20.8

知的＋精神 10      -      -      - 10.0      - 50.0

難病・特定疾患 818 3.1 2.3 2.2 23.2 1.5 8.7
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〇 障害児の方を対象にした調査 
 

 

 

 

 

１．本人について 
（1-1）回答者（問１） 

 
 回答者のほとんどが「家族」となっています。 

 

 

（1-２）性別（問２） 

  
 性別についてみると、男性が 68.6％と、女性の２倍以上を占めています。 

 

 

  

2.1 96.4 -1.5

ｎ

(194)

(%)

あ

て
名

本
人

家

族

そ

の
他

無

回
答

68.6 27.8 3.6

ｎ

(194)

(%)

男

性

女

性

無

回

答
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（1-３）年齢（問 3） 

  
 
 年齢についてみると、６～８歳が 33.5％と、全体の３分の１を占めています。 

 
《障害の種類別》 

 
 
障害の種類別にみると、身体＋知的、発達障害ではともに「６～８歳」が最も多くなっています。 

 

  

4.6 19.1 33.5 15.5 11.9 9.8 5.7

ｎ

(194)

(%)

０

～
２
歳

３

～
５
歳

６

～
８
歳

９

～
1
1
歳

1
2

～
1
4
歳

1
5

歳
以
上

無
回

答

 調査数 ０～２歳 ３～５歳 ６～８歳 ９～11歳 12～14歳 15歳以上 無回答

身体のみ 13 7.7 23.1 15.4 7.7 23.1 7.7 15.4

知的のみ 81 2.5 13.6 22.2 16.0 22.2 18.5 4.9

精神のみ 8      - 12.5 37.5 37.5      -      - 12.5

身体＋知的 11      -      - 45.5 18.2 18.2 18.2      -
難病・特定疾患 12 25.0 33.3 16.7 8.3      - 8.3 8.3

発達障害 108 1.9 17.6 39.8 20.4 6.5 9.3 4.6
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（1-４）手帳の所持状況（問４） 

  
 
手帳の所持状況については、「愛の手帳」が 47.4％と最も多く、次いで「身体障害者手帳」が 12.4％

となっています。一方、「これらの手帳は持っていない」は 39.2％となっています。 

 

《各等級別》 

 
 

身体障害者手帳         愛の手帳         精神障害者保健福祉手帳 

 

 

身体障害者手帳では、「１級」が 58.3％を占めています。 

愛の手帳では、「４度」が 43.5％で最も多く、次いで「１級」の 32.6％となっています。 

精神障害者保健福祉手帳では、「３級」が 87.5％と多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.4

47.4

4.1

39.2

2.6

0 10 20 30 40 50

身体障害者手帳

愛の手帳

精神障害者保健福祉手帳

これらの手帳は持っていない

無回答

（%）
ｎ＝（194）

58.3

12.5

12.5
0.0

12.5
0.0
4.2

0%

20%

40%

60%

80%

100%

無回答

６級

５級

４級

３級

２級

１級

ｎ＝（24）

1.1

32.6

19.6

43.5

3.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%

無回答

４度

３度

２度

１度

ｎ＝（92）

0.0
12.5

87.5

0%

20%

40%

60%

80%

100%

３級

２級

１級

ｎ＝（8）
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（1-５）身体障害の種類（問４） 

      
障害の種類については、「肢体不自由」が 62.5％と特に多く、次いで「視覚障害」が 20.8％となって

います。 

 

（1-６）年収（問５） 

  
世帯の年収についてみると、500 万円以上が全体の７割以上を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.5 

20.8 

12.5 

12.5 

4.2 

16.7 

0 10 20 30 40 50 60 70

肢体不自由

視覚障害

聴覚・平衡機能障害

音声・言語・そしゃく機能障害

内部障害

無回答

ｎ＝（24）

4.1 

1.5 

0.5 

2.6 

11.9 

40.2 

33.0 

6.2 

0 10 20 30 40 50

収入はない

80万円未満

80万円以上～150万円未満

150万円以上～250万円未満

250万円以上～500万円未満

500万円以上～1,000万円未満

1,000万円以上

無回答

ｎ＝（194）

（％） 
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（1-７）同居家族（問 6） 

        

 
 同居家族についてみると、「母親」が全数近く、「父親」が９割近くとなっています。 

 

 
家族形態を別の分類でみると、「両親と同居」が 84.5％、「ひとり親家庭」が 10.3％、「三世代」が 4.6％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

99.5

89.2

66.5

4.6

0.0

0.5

0.5

0 20 40 60 80 100

母親

父親

兄弟姉妹

祖父母

その他親族

その他

無回答

ｎ＝（194） （%）

84.5 10.3 4.6

0.0 0.5

ｎ

(194)

(%)

両

親
と
同

居

ひ

と
り
親

家
庭

三

世
代

そ

の
他

無

回
答
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２．障害と健康について 
（２-１）障害に最初に気づいた時期（問７） 

 
家族等が障害に気がついた時期についてみると、「生まれたとき」、「１歳」、「２歳」がそれぞれ２割

前後となっています。 

 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では「生まれたとき」が 61.5％と最も多く、「知的のみ」でも、

「生まれたとき」が 29.6％と最も多く、次いで「０歳」が 22.2％となっています。 

「身体と知的の重複障害」では、「生れたとき」と「０歳」で合わせて７割を超えています。 

一方、「発達障害」は「１歳」と「２歳」で合わせて半数以上を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

全体 (194)

身体のみ (13)

知的のみ (81)

精神のみ (8)

身体＋知的 (11)

難病・特定疾患 (12)

発達障害 (108)

61.5

29.6

12.5

36.4

41.7

3.7

15.4

22.2

25.0

36.4

41.7

13.9

15.4

16.0

9.1

26.9

7.7

16.0

37.5

9.1

8.3

27.8

8.6

12.5

15.7

3.7

8.3

7.4

2.5

1.9

1.2

12.5

2.8

9.1

(%)ｎ

21.1 16.5 19.6 20.1 12.9 5.7

2.1 1.5 0.5

生

ま

れ

た

と

き

０

歳

１

歳

２

歳

３

歳

４

歳

５

歳

６

～
８

歳

９

～
1

1

歳

1

2

歳

以

上
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（２-２）障害について最初にわかったときはどのようなときか（問８） 

 
子どもの障害や心身の不調にはじめてわかったときをみると、「生まれてまもなく知らされた」と「家

族や周りの人が気づいた」が２割前後となっています。 

 

障害の種類別にみると、「身体のみ」や「知的のみ」では、「生まれてまもなく知らされた」がそれぞ

れ 61.5％、32.1％と最も多く、「発達障害」では「家族や周りの人が気づいた」が 25.0％で最も多くな

っています。 

 
（２-３）障害について最初に気づいたときの相談相手（問９） 

    
相談相手をみると、「家族」56.7％と「医療関係者（医師・看護師・医療相談員）」51.5％が過半数

を占めて多くなっています。 

  

全体 (194)

身体のみ (13)

知的のみ (81)

精神のみ (8)

身体障害＋知的 (11)

難病・特定疾患 (12)

発達障害 (108)

61.5

32.1

54.5

33.3

5.6

19.8

12.5

25.0

25.0

18.5

12.5

18.2

16.7

18.5

2.5

7.4

15.4

8.6

18.2

10.2

6.2

37.5

16.7

1.9

23.1

11.1

37.5

9.1

25.0

13.0

1.2

1.9

(%)ｎ

22.7 19.1 14.9 5.2 9.3 12.9

1.0

13.9

1.0

生

ま

れ

て

ま

も

な

く

知

ら

さ

れ

た

家

族

や

周

り

の

人

が

気

づ

い

た

乳

幼

児

健

診

で

知

ら

さ

れ

た 育

児

相

談

な

ど

で

知

ら

さ

れ

た

医

療

機

関

で

診

察

し

た

と

き

に

知

ら

さ

れ

た

保

育

園
、

子

ど

も

園
、

幼

稚

園

の

教

職

員

が

気

づ

い

た 学

校

の

教

職

員

が

気

づ

い

た そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

56.7

51.5

33.5

22.7

16.5

14.9

4.6

4.1

3.6

3.6

2.6

2.1

0.5

0.5

10.3

0.5

1.0

0 20 40 60

家族

医療関係者（医師・看護師・医療相談員）

保健サービスセンター（保健師）

インターネット等の情報

保育園・こども園・幼稚園の教職員

教育委員会・教育センター

児童相談センター（児童相談所）

障害者基幹相談支援センター

障害等の当事者会や家族の会

子ども家庭支援センター

障害福祉課・予防対策課の窓口

学校の教職員

民生委員・児童委員

障害福祉課・予防対策課以外の区の窓口

その他

相談しなかった

無回答

ｎ＝（194）
（%）
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《障害の種類別》 

 
 
障害の種類別にみると、「身体のみ」では「医療関係者（医師・看護師・医療相談員）」が 69.2％と最

も多く、次いで「家族」が 46.2％となっています。 

一方、「知的のみ」では、「家族」が 59.3％と最も多く、次いで「医療関係者（医師・看護師・医療相

談員）」が 55.6％となっています。 

「身体と知的の重複障害」では、「家族」と「医療関係者（医師・看護師・医療相談員）」が７割以上

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査数 家族
学校の教職

員

保育園・こど

も園・幼稚園

教職員

民生委員・児

童委員

障害等の当

事者会や家

族の会

医療関係者

（医師・看護

師・医療相談

員）

身体のみ 13 46.2 7.7      -      - 7.7 69.2

知的のみ 81 59.3 1.2 6.2      - 4.9 55.6

精神のみ 8 50.0 12.5 25.0      -      - 62.5

身体＋知的 11 72.7      -      -      - 9.1 72.7

難病・特定疾患 12 50.0      - 8.3      -      - 75.0

発達障害 108 51.9 2.8 25.0 0.9 1.9 47.2

 

調査数

障害福祉課・

予防対策課
の窓口

障害福祉課・

予防対策課

以外の区の
窓口

保健サービ

スセンター
（保健師）

障害者基幹

相談支援セ
ンター

子ども家庭

支援センター

教育委員会・

教育センター

身体のみ 13      -      - 15.4 15.4 7.7 7.7

知的のみ 81 2.5 1.2 29.6      -      - 7.4

精神のみ 8      -      - 62.5      - 12.5 37.5

身体＋知的 11      -      - 63.6      - 9.1      -

難病・特定疾患 12 8.3      - 16.7      - 8.3 8.3

発達障害 108 1.9 0.9 35.2 2.8 5.6 20.4

 

調査数

児童相談セ

ンター（児童
相談所）

インターネッ
ト等の情報

相談しなかっ
た

その他 無回答

身体のみ 13 7.7 38.5      - 15.4      -

知的のみ 81 6.2 21      - 9.9 1.2

精神のみ 8      - 50      - 12.5      -

身体＋知的 11      - 18.2      -      -      -

難病・特定疾患 12 8.3 33.3      -      -      -

発達障害 108 6.5 19.4 0.9 12.0 1.9
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（２-４）該当する疾患・障害（問 10） 

 
該当する疾病・障害をみると、「発達障害（自閉症、アスペルガー症候群等）」が 55.7%で最も多く、

次いで「知的障害」が 41.2%となっています。 
 
（２-5）該当する発達障害（問 12） 

 
記入があった中では「自閉症スペクトラム（アスペルガー症候群）」の 44.3％と「広汎性発達障害」

の 41.2％が多くなっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

55.7 

41.2 

6.2 

1.5 

1.0 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.7 

10.8 

0.5 

0 10 20 30 40 50 60

発達障害

知的障害

難病・特定疾患

慢性疾患

神経症

高次脳機能障害

依存症

気分障害

統合失調症

その他

特にない

無回答

ｎ＝（194） （%）

44.3

41.2

23.7

12.3

2.1

0 10 20 30 40 50

自閉症スペクトラム（アスペルガー症候群）

広汎性発達障害

注意欠陥多動性障害(ＡＤＨＤ)

その他

特に名前はない

（%）
ｎ＝（97）
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（２-６）日常生活で必要な介助・支援（問 16） 

 
日常生活での必要な介助・支援についてみると、「通院、通園・通学・通勤」（60.3％）と「通院、

通園・通学・通勤以外の外出」（58.2％）が６割前後で多くなっています。 

 

《障害の種類別》 

 
 
障害の種類別にみると、「身体のみ」、「知的のみ」で「通院、通園・通学・通勤」「通院、通園・通学・

通勤以外の外出」が８割前後と多くなっています。 

また、「身体のみ」では、「排せつ」と「入浴」が 76.9％、「着替え」と「洗顔・歯磨き」が 69.2％と

多くなっています。 
 

 
  

60.3

58.2

52.6

37.6

35.1

34.5

34.0

25.8

25.3

6.7

4.1

3.1

7.2

11.9

3.1

0 20 40 60 80

通院、通園・通学・通勤

通院、通園・通学・通勤以外の外出

日常生活動作の見守り

日常生活に必要な意思の伝達

洗顔・歯磨き

入浴

排せつ

食事

着替え

室内の移動

医療的ケア（喀痰吸引、経管栄養、導尿、呼吸管理等）

寝返り

その他

介助や支援は必要ない

無回答

ｎ＝（194）
（%）

 
調査数 食事 排せつ 入浴 寝返り 着替え 室内の移動 洗顔・歯磨き

通院、通園・
通学・通勤

身体のみ 13 61.5 76.9 76.9 38.5 69.2 53.8 69.2 84.6

知的のみ 81 32.1 45.7 46.9      - 32.1 2.5 46.9 82.7

精神のみ 8 37.5 25.0 12.5      -      -      - 12.5 37.5

身体＋知的 11 54.5 63.6 63.6 9.1 54.5 36.4 63.6 90.9

難病・特定疾患 12 75.0 91.7 83.3 8.3 83.3 25.0 83.3 91.7

発達障害 108 19.4 23.1 25.0 0.9 15.7 2.8 25.0 54.6

 

調査数

通院、通園・

通学・通勤
以外の外出

日常生活に

必要な意思
の伝達

日常生活動

作の見守り

介助や支援

は必要ない

医療的ケア
（喀痰吸引、

経管栄養、
導尿、呼吸

管理等）

その他 無回答

身体のみ 13 76.9 61.5 61.5      - 38.5 7.7      -

知的のみ 81 80.2 45.7 60.5 1.2 1.2 1.2 2.5

精神のみ 8 62.5 50 25      -      - 37.5      -

身体＋知的 11 100.0 63.6 72.7      - 18.2      -      -

難病・特定疾患 12 91.7 83.3 91.7      - 25.0 8.3      -

発達障害 108 52.8 32.4 50.9 13.9 0.9 6.5 1.9
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（２-７）主な介助者（問 17） 

 
主な介助・支援者をみると、「母親」が 65.5％と特に多くなっています。 

 
《障害の種類別》 

 
 
障害の種類別にみると、「母親」が、「身体のみ」で 53.8％、「知的のみ」で 74.1％、「発達障害」で

61.1％などと、いずれの障害でも多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.5

18.6

1.0

0.5

0.0

0.0

1.5

12.9

0 20 40 60 80

母親

父親

ホームヘルパー

ボランティア

兄弟姉妹

その他親族

その他

無回答

ｎ＝（194）
（%）

 
調査数 父親 母親 兄弟姉妹

その他親

族

ホームヘ

ルパー

ボランティ

ア
その他 無回答

身体のみ 13 38.5 53.8      -      -      -      - 7.7      -

知的のみ 81 19.8 74.1      -      - 1.2      - 1.2 3.7

精神のみ 8      - 100.0      -      -      -      -      -      -

身体＋知的 11      - 100.0      -      -      -      -      -      -

難病・特定疾患 12 16.7 75.0      -      -      -      - 8.3      -

発達障害 108 22.2 61.1      -      - 0.9 0.9 0.9 13.9
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３．相談や福祉の情報について 
（3-1）日常生活で困っていること（問 19） 

    

 
 

日常生活で困っていることをみると、「将来に不安を感じている」が 36.1％で最も多く、以下「友だ

ちとの関係がうまくいかない」が 35.1％、「緊急時の対応に不安がある」が 34.5％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.1

35.1

34.5

32.5

31.4

20.1

15.5

14.9

11.9

11.3

11.3

10.3

10.3

3.6

2.6

11.9

14.4

0 10 20 30 40

将来に不安を感じている

友だちとの関係がうまくいかない

緊急時の対応に不安がある

障害のため、身の回りのことが十分できない

災害時の避難に不安がある

障害や病気に対する周りの理解がない

外出が大変である

生活にお金がかかることに不安がある

介助者に負担をかけている

学校などの先生とうまくいかない

病気や障害を理解した上で診てもらえる診療所が近くにない

健康状態に不安がある

困ったとき相談する相手がいない

住まいに不便を感じている

その他

特にない

無回答

ｎ＝（194）
（%）
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《障害の種類別》 

 
 
障害の種類別にみると、「身体のみ」では「障害のため、身の回りのことが十分できない」が６割を

超えています。 

「知的のみ」では、「緊急時の対応に不安がある」が 49.4％で最も多く、「災害時の避難に不安がある」

42.0％や「将来に不安を感じている」40.7％が４割台となっています。 

「発達障害」では、「友だちとの関係がうまくいかない」が 47.2％で最も多く、次いで「将来に不安

を感じている」36.1％、「緊急時の対応に不安がある」34.3％となっています。 

 
  

 

調査数
将来に不安

を感じている

友だちとの関

係がうまくい

かない

緊急時の対

応に不安が

ある

障害のため、

身の回りのこ

とが十分でき

ない

災害時の避

難に不安が

ある

障害や病気

に対する周り

の理解がな

い

身体のみ 13 30.8      - 53.8 61.5 53.8 23.1

知的のみ 81 40.7 30.9 49.4 39.5 42.0 19.8

精神のみ 8 75.0 87.5 62.5 25.0 62.5 62.5

身体＋知的 11 18.2 72.7 27.3 18.2      - 72.7

難病・特定疾患 12 33.3 16.7 33.3 66.7 33.3 41.7

発達障害 108 36.1 47.2 34.3 25.9 30.6 23.1

 

調査数
外出が大変

である

生活にお金

がかかること

に不安があ

る

介助者に負

担をかけてい

る

学校などの

先生とうまく

いかない

病気や障害

を理解した上

で診てもらえ

る診療

所が近くにな

い

健康状態に

不安がある

身体のみ 13 46.2 23.1 30.8 7.7 23.1 38.5

知的のみ 81 18.5 13.6 16.0 8.6 11.1 8.6

精神のみ 8 12.5 50.0      - 12.5 12.5 12.5

身体＋知的 11 54.5 9.1      - 27.3 18.2 18.2

難病・特定疾患 12 41.7 16.7 25.0 16.7 16.7 25.0

発達障害 108 12.0 16.7 12.0 13.0 11.1 5.6

 

調査数

困ったとき相

談する相手

がいない

住まいに不

便を感じてい

る

その他 特にない 無回答

身体のみ 13 7.7 15.4      - 23.1 15.4

知的のみ 81 9.9 3.7 1.2 7.4 7.4

精神のみ 8 12.5 12.5      - 12.5      -

身体＋知的 11 18.2 72.7 9.1      -      -

難病・特定疾患 12 25.0 8.3 0.0 16.7 0.0

発達障害 108 9.3 3.7 3.7 9.3 14.8
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（３-2）困った時の相談相手（問 20） 

    
困った時の相談相手をみると、「家族や親族」が 78.4％と特に多く、次いで「学校の教職員」が 48.5％、

「医療関係者（医師・看護師・医療相談員）」が 42.3％と続いています。 

 

 

  

78.4

48.5

42.3

35.1

29.4

13.9

12.4

9.8

8.2

7.7

5.7

4.1

3.1

2.6

1.5

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

8.8

2.6

0 20 40 60 80

家族や親族

学校の教職員

医療関係者（医師・看護師・医療相談員）

教育委員会・教育センター

友人・知人

障害福祉課・予防対策課の窓口

保育園・こども園・幼稚園の教職員

障害等の当事者会や家族の会

文京総合福祉センター

ヘルパー等福祉従事者

保健サービスセンター（保健師）

子ども家庭支援センター

近所の人

児童相談センター（児童相談所）

障害福祉課・予防対策課以外の区の窓口

障害者基幹相談支援センター

文京区社会福祉協議会

相談する相手はいない

民生委員・児童委員

身体障害者相談員・知的障害者相談員

その他

無回答

ｎ＝（194）
（%）
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《障害の種類別》 

 
 
障害の種類別にみると、いずれの障害でも「家族や親族」が最も多く、「学校の教職員」や「医療関

係者（医師・看護師・医療相談員）」がこれに次いでいます。 

調査数 家族や親族
学校の教職

員

医療関係者

（医師・看護

師・医療相談

員）

教育委員会・

教育センター
友人・知人

障害福祉課・

予防対策課

の窓口

身体のみ 13 69.2 30.8 38.5 23.1 15.4 23.1

知的のみ 81 77.8 50.6 44.4 24.7 30.9 17.3

精神のみ 8 62.5 62.5 62.5 50.0 37.5 37.5

身体＋知的 11 90.9      - 36.4 63.6      -      -

難病・特定疾患 12 100.0 8.3 66.7 41.7 16.7 16.7

発達障害 108 75.9 52.8 46.3 46.3 28.7 1.9

調査数

保育園・こど

も園・幼稚園
の教職員

障害等の当

事者会や家
族の会

文京総合福
祉センター

ヘルパー等
福祉従事者

保健サービ

スセンター
（保健師）

子ども家庭
支援センター

身体のみ 13 7.7 15.4      -      - 7.7      -

知的のみ 81 8.6 13.6 6.2 12.3 2.5 3.7

精神のみ 8 12.5      - 25.0      - 12.5 12.5

身体＋知的 11 27.3      - 27.3 63.6 9.1      -

難病・特定疾患 12 0.0 8.3 0.0 8.3 16.7 0.0

発達障害 108 16.7 4.6 12.0 7.4 6.5 6.5

調査数 近所の人

児童相談セ

ンター（児童

相談所）

障害福祉課・

予防対策課

以外の区の

窓口

障害者基幹

相談支援セ

ンター

文京区社会

福祉協議会

相談する相

手はいない

身体のみ 13      - 7.7      -      -      -      -

知的のみ 81 1.2      - 1.2 1.2      -      -

精神のみ 8      - 12.5 12.5      -      -      -

身体＋知的 11      -      - 9.1 18.2      -      -

難病・特定疾患 12 0.0 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0

発達障害 108 1.9 2.8 1.9 0.9 0.0 0.0

調査数
民生委員・児

童委員

身体障害者

相談員・知的

障害者相談

員

その他 無回答

身体のみ 13      -      - 15.4 7.7

知的のみ 81      -      - 12.3 3.7

精神のみ 8      -      - 37.5      -

身体＋知的 11 9.1      -      -      -

難病・特定疾患 12 0.0 0.0 0.0 0.0

発達障害 108 0.0 0.0 10.2 1.9
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（３-3）福祉に関する情報の入手先（問 21） 

   
福祉の情報の入手先をみると、「インターネット」が 44.8％を占めて最も多く、次いで「区の広報紙」

が 29.9％となっています。 

 
《障害の種類別》 

 
 
障害の種類別にみると、いずれの障害も「インターネット」が最も多く、「身体のみ」では「障害等

の当事者会や家族の会」が、「知的のみ」や「発達障害」では「区の広報紙」がこれに次いでいます。 

 
  

44.8

29.9

17.0

16.0

14.9

11.9

11.3

7.7

4.6

3.6

9.3

2.1

3.1

0 20 40 60

インターネット

区の広報紙

障害等の当事者会や家族の会

医療機関

新聞・書籍

区のホームページ

保育園・幼稚園・学校の教職員

区の窓口

テレビ・ラジオ

保健サービスセンター

その他

知る方法がわからない

無回答

ｎ＝（194） （%）

 調査数
インターネッ

ト
区の広報紙

障害等の当

事者会や家

族の会

医療機関 新聞・書籍
区のホーム

ページ

保育園・幼稚

園・学校の教

職員

身体のみ 13 38.5 15.4 30.8 15.4      - 7.7 7.7

知的のみ 81 39.5 32.1 29.6 9.9 9.9 11.1 14.8

精神のみ 8 62.5 37.5      - 12.5 50.0 12.5      -

身体＋知的 11 45.5 27.3      -      -      - 27.3 18.2

難病・特定疾患 12 33.3 25.0 16.7 33.3 8.3 16.7 0.0

発達障害 108 48.1 34.3 8.3 16.7 18.5 13.9 12.0

 調査数 区の窓口
テレビ・ラジ

オ
保健サービ
スセンター

知る方法が
わからない

その他 無回答

身体のみ 13      -      -      -      - 23.1 15.4

知的のみ 81 13.6 2.5      - 1.2 9.9 3.7

精神のみ 8      - 12.5      -      -      -      -

身体＋知的 11 9.1 18.2 18.2      -      -      -

難病・特定疾患 12 8.3 8.3 0.0 0.0 16.7 0.0
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（３-4）今後希望する生活（問 22） 

  

 
 

今後希望する生活についてみると、「地域で独立して生活する」が 35.6％と多くなっています。 

 

障害の種類別にみると、「発達障害」では「地域で独立して生活する」が 42.6％と多くなっています。 

一方、「知的のみ」では、「地域で独立して生活する」（16.0％）よりも「親や親族と一緒に生活する（23.5％）

や「グループホーム等の共同生活住居に入居する」（30.9％）の方が多くなっています。 

 「身体と知的の重複障害」でも「グループホーム等の共同生活住居に入居する」が 36.4％と最も多く

なっています。  

全体 (194)

身体のみ (13)

知的のみ (81)

精神のみ (8)

身体+知的 (11)

難病・特定疾患 (12)

発達障害 (108)

7.7

16.0

87.5

27.3

16.7

42.6

23.1

23.5

18.2

8.3

15.7

7.7

30.9

36.4

25.0

13.0

23.1

3.7

18.2

8.3

1.9

30.8

22.2

7.7

12.5

41.7

23.1

3.7

3.7

(%)ｎ

35.6 18.6 15.5 4.1

1.0

22.7

2.6

地

域
で

独

立
し

て

生

活

す
る

親

や
親

族

と
一

緒

に

生

活
す

る

グ

ル
ー

プ

ホ
ー

ム

等

の

共
同

生

活
住

居

に

入

居
す

る

障

害
者

の

入
所

施

設

（

障
害

者

支
援

施

設

等
）

に

入

所
す

る

そ

の
他

わ

か
ら

な

い

無

回
答
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（３-5）地域で安心して暮らしていくために必要な施策（問 24） 

  

    
 

地域で安心して暮すために必要な施策をみると、「障害に対する理解の促進」が 58.8％で最も多く、

以下、「教育・育成の充実」が 57.7％、「雇用・就労支援の充実」が 49.0％と続いています。 

 
  

  

58.8

57.7

49.0

34.5

30.4

26.8

26.8

23.7

17.5

14.4

13.4

12.9

9.8

8.8

7.7

7.7

6.7

6.2

4.1

2.6

3.6

1.0

1.0

0 20 40 60

障害に対する理解の促進

教育・育成の充実

雇用・就労支援の充実

日中活動系サービス（生活介護・自立訓練・就労移行支援・

就労継続支援等）の充実

相談支援体制の充実

医療サービスの充実

経済的支援の充実

福祉・保健・医療の連携の充実

入所施設（障害者支援施設等）の充実

趣味やスポーツ活動の充実

災害時支援の充実

グループホームなどの整備

障害者向けの住まいの確保

短期入所の充実

訪問系サービス（居宅介護・重度訪問介護、同行援護等）の充実

当事者同士で支援しあえる仕組みづくり

意思疎通支援の充実

地域交流の場の充実

建物・道路などのバリアフリー化

福祉機器・補装具などの充実

その他

特にない

無回答

ｎ＝（194）
（%）
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《障害の種類別》 

 
 

障害の種類別にみると、「身体のみ」では「障害に対する理解の促進」と「日中活動系サービス（生

活介護・自立訓練・就労移行支援・就労継続支援等）の充実」が 46.2％で最も多く、「知的のみ」では

「雇用・就労支援の充実」が 66.7％、「発達障害」では「教育・育成の充実」が 64.8％で最も多くなっ

ています。 

また、「身体と知的の重複障害」では、「経済的支援の充実」と「グループホームの整備」が 54.5％と

最も多くなっています。 

  

 

調査数

障害に対す

る理解の促

進

教育・育成の

充実

雇用・就労支

援の充実

日中活動系

サービス（生

活介護・自立

訓練・就労移

行支援・就労

継続支援等）
の充実

相談支援体

制の充実

医療サービ

スの充実

身体のみ 13 46.2 23.1 7.7 46.2 23.1 23.1

知的のみ 81 59.3 45.7 66.7 45.7 23.5 27.2

精神のみ 8 75.0 75.0 62.5 50.0 37.5 25.0

身体＋知的 11 45.5 18.2 27.3 27.3      - 18.2

難病・特定疾患 12 58.3 41.7 41.7 50.0 25.0 25.0

発達障害 108 62.0 64.8 54.6 26.9 32.4 28.7

 

調査数
経済的支援

の充実

福祉・保健・

医療の連携

の充実

入所施設（障

害者支援施

設等）の充実

趣味やス

ポーツ活動

の充実

災害時支援

の充実

グループ

ホームなど

の整備

身体のみ 13      - 7.7 38.5 7.7 15.4 7.7

知的のみ 81 33.3 24.7 23.5 24.7 18.5 23.5

精神のみ 8 37.5 37.5      - 12.5 12.5      -

身体＋知的 11 54.5 27.3 18.2 18.2 27.3 54.5

難病・特定疾患 12 25.0 33.3 50.0 0.0 16.7 8.3

発達障害 108 28.7 25.9 11.1 13.0 16.7 7.4

 

調査数
障害者向け
の住まいの

確保

短期入所の
充実

訪問系サー

ビス（居宅介

護・重度訪問
介護、同行

援護等）の充

実

当事者同士

で支援しあえ
る仕組みづく

り

意思疎通支
援の充実

地域交流の
場の充実

身体のみ 13 7.7 23.1 46.2 7.7 7.7      -

知的のみ 81 18.5 11.1 6.2 2.5 6.2 7.4

精神のみ 8      - 12.5      - 37.5      - 12.5

身体＋知的 11 27.3 9.1 18.2      - 27.3 18.2

難病・特定疾患 12 8.3 33.3 33.3 0.0 16.7 0.0

発達障害 108 10.2 3.7 2.8 11.1 6.5 5.6

 

調査数

建物・道路な

どのバリアフ

リー化

福祉機器・補

装具などの

充実

その他 特にない 無回答

身体のみ 13 30.8 7.7 15.4      -      -

知的のみ 81 1.2      - 1.2      - 1.2

精神のみ 8      -      -      -      -      -

身体＋知的 11      - 18.2 18.2      -      -

難病・特定疾患 12 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0

発達障害 108 1.9 25.9 2.8 1.9 0.9
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４．教育・保育について 

（４-1）余暇の過ごし方（問 38） 

       
休日や余裕のある時の過ごし方をみると、「家でくつろぐ」が 84.0％最も多く、次いで「近所の散歩」

が 48.5％、「趣味や学習活動」が 41.2％となっています。 

  

  

84.0

48.5

41.2

40.7

34.5

33.0

26.3

22.2

18.6

18.6

14.4

1.0

8.8

1.0

1.5

0 20 40 60 80 100

家でくつろぐ

近所の散歩

趣味や学習活動

買い物に行く

飲食店に行く

旅行

地域の行事に参加する

スポーツ

友人・知人と会う

読書

映画などの鑑賞

ボランティア活動

その他

特に何もしない

無回答

（%）

ｎ＝（194）
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《障害の種類別》 

 
 

障害の種類別にみると、いずれの障害でも「家でくつろぐ」が最も多く、次いで「近所の散歩」や「買

い物に行く」等が多くなっています。 

 
 

 

  

 
調査数 家でくつろぐ 近所の散歩

趣味や学習

活動
買い物に行く 飲食店に行く 旅行

身体のみ 13 84.6 46.2 30.8 38.5 15.4 23.1

知的のみ 81 84.0 46.9 37.0 38.3 32.1 30.9

精神のみ 8 87.5 50.0 75.0 62.5 37.5 50.0

身体＋知的 11 90.9 45.5 18.2 27.3 36.4 27.3

難病・特定疾患 12 75.0 66.7 16.7 41.7 33.3 33.3

発達障害 108 86.1 50.9 46.3 49.1 41.7 36.1

 
調査数

地域の行事

に参加する
スポーツ

友人・知人と

会う
読書

映画などの

鑑賞

ボランティア

活動

身体のみ 13 15.4 15.4 15.4 7.7 15.4      -

知的のみ 81 14.8 18.5 3.7 13.6 11.1      -

精神のみ 8 25.0 37.5 62.5 62.5 25.0      -

身体＋知的 11 18.2 18.2 9.1 9.1 18.2      -

難病・特定疾患 12 16.7 8.3 16.7 16.7 8.3 0.0

発達障害 108 31.5 25.9 20.4 24.1 16.7 0.9

 
調査数

特に何もしな

い
その他 無回答

身体のみ 13 7.7      -      -

知的のみ 81 1.2 7.4 1.2

精神のみ 8      - 12.5      -

身体＋知的 11      - 9.1      -

難病・特定疾患 12 8.3 16.7 0.0

発達障害 108 0.0 12.0 1.9
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５．外出や住まいについて 

（５-１）外出頻度（問 39） 

 
外出の頻度をみると、「ほぼ毎日」が 78.9％を占めています。 

 

障害の種類別にみると、「ほぼ毎日」が「知的のみ」で 80.2％、「発達障害」で 86.1％を占めるのに

対して、「身体のみ」では 46.2％となっています。  

全体 (194)

身体のみ (13)

知的のみ (81)

精神のみ (8)

身体+知的 (11)

難病・特定疾患 (12)

発達障害 (108)

46.2

80.2

75.0

63.6

58.3

86.1

15.4

2.5

9.1

25.0

4.6

15.4

7.4

25.0

18.2

5.6

4.9

9.1

8.3

0.9

15.4

2.5

8.3

0.9

7.7

2.5

1.9

(%)
ｎ

78.9 5.2 8.2

2.6 2.6 2.6

ほ
ぼ

毎
日

週
に

３
～

４
回

週
に

１
～

２
回

月
に

１
～

３
回

あ
ま

り
外

出
し

な
い

無
回

答
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６．差別解消について 
 

（６-1）合理的配慮を進めていくために必要なこと（問 42） 

 

 
社会的障壁除去のための合理的配慮で必要なことをみると、「区民や民間事業者に対して障害者差別

解消法に関する周知・啓発」が 52.6％と最も多く、「意思疎通のために絵や写真カード、ICT 機器（タ

ブレット端末等）等の活用」が 33.0％でこれに次いでいます。 
 

《障害の種類別》 

 
 

障害の種類別にみると、「区民や民間事業者に対して障害者差別解消法に関する周知・啓発」が「身

体のみ」で 38.5％、「知的のみ」で 61.7％、「発達障害」で 50.9％と最も多くなっています。 

また、「難病・特定疾患」では、「ヘルプマーク・ヘルプカードの周知・啓発」が 41.7％と、他の障害

よりも多くなっています。 

52.6

33.0

22.2

12.9

11.3

7.7

5.7

8.8

5.7

0 20 40 60

区民や民間事業者に対して障害者差別解消法に関する周知・啓発

意思疎通のために絵や写真カード、ICT 機器（タブレット端末等）等の活用

ヘルプマーク・ヘルプカードの周知・啓発

障害当事者を講師とした区民・民間事業者向けの研修

障害者差別解消法に係るセミナー等の開催

筆談、読み上げ、手話など障害の特性に応じたコミュニケーション

手段の設置

特にない

その他

無回答

ｎ＝（194）
（%）

 

調査数

区民や民間

事業者に対

して障害者

差別解消法
に関する周

知・啓発

意思疎通の

ために絵や

写真カード、

ICT 機器（タ
ブレット端末

等）等の活用

ヘルプマー

ク・ヘルプ

カードの周
知・啓発

障害当事者

を講師とした

区民・民間事

業者向けの
研修

障害者差別

解消法に係

るセミナー等
の開催

筆談、読み

上げ、手話な

ど障害の特

性に応じたコ

ミュニケー
ション手段の

設置

身体のみ 13 38.5 23.1 15.4 23.1 7.7 7.7

知的のみ 81 61.7 37.0 22.2 11.1 18.5 6.2

精神のみ 8 75.0 12.5 37.5 25.0 25.0 12.5

身体＋知的 11 36.4 9.1 18.2 9.1 27.3 63.6

難病・特定疾患 12 50.0 50.0 41.7 0.0 8.3 16.7

発達障害 108 50.9 37.0 20.4 13.0 12.0 7.4

 調査数 特にない その他 無回答

身体のみ 13 7.7 15.4 23.1

知的のみ 81 2.5 8.6 2.5

精神のみ 8      -      -      -

身体＋知的 11      - 9.1      -

難病・特定疾患 12 0.0 8.3 0.0

発達障害 108 7.4 9.3 2.8
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７．災害対策について 

（7-1）災害発生時に困ること（問 43） 

 
災害発生時に困ることをみると、「1人では避難が難しい」が 60.8％で最も多く、以下、「避難所で必

要な支援が受けられるか不安」が 51.5％、「避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい」が 45.4％と続

いています。 

 

《障害の種類別》 

 
障害の種類別にみると、「身体のみ」では「１人では避難が難しい」と「避難所で必要な支援が受け

られるか不安」が 69.2％と多く、「知的のみ」でも「１人では避難が難しい」が 75.3％と最も多く、次

いで「避難所で必要な支援が受けられるか不安」が 61.7％となっています。 

「発達障害」でも「１人では避難が難しい」が 57.4％、と「避難所で必要な支援が受けられるか不安」

が 54.6％と５割を超えています。 

60.8

51.5

45.4

35.1

24.7

20.1

19.6

18.6

13.4

2.6

4.1

11.9

2.1

0 20 40 60 80

一人では避難が難しい

避難所で必要な支援が受けられるか不安

避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい

避難所の設備が障害に対応しているか不安

助けを求める方法が分からない

薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安

近くに助けてくれる人がいない

災害の情報を知る方法が分からない

避難所の場所がわからない

医療機器の電源確保が心配

その他

特にない

無回答

ｎ＝（194）
（%）

 

調査数

災害の情報

を知る方法

が分からな

い

助けを求める

方法が分か

らない

避難所の場

所がわから

ない

近くに助けて

くれる人がい

ない

一人では避

難が難しい

避難所の設

備が障害に

対応している

か不安

避難所で必

要な支援が

受けられるか

不安

身体のみ 13 15.4 23.1 7.7 38.5 69.2 69.2 53.8

知的のみ 81 22.2 29.6 17.3 16.0 75.3 39.5 61.7

精神のみ 8 50.0 37.5 37.5 62.5 75.0 87.5 87.5

身体＋知的 11 45.5 63.6 27.3 36.4 90.9 63.6 100.0

難病・特定疾患 12 25.0 33.3 8.3 16.7 66.7 41.7 66.7

発達障害 108 22.2 26.9 15.7 21.3 57.4 37.0 54.6

 

調査数

避難所で他

の人と一緒

に過ごすの

が難しい

薬や医療的

ケアを確保で

きるかどうか

不安

医療機器の

電源確保が

心配

特にない その他 無回答

身体のみ 13 46.2 46.2 15.4 7.7 15.4      -

知的のみ 81 53.1 17.3      - 2.5 4.9      -

精神のみ 8 75.0 12.5      - 12.5      -      -

身体＋知的 11 36.4 54.5 18.2      -      -      -

難病・特定疾患 12 41.7 58.3 8.3      - 8.3      -

発達障害 108 52.8 17.6      - 10.2 4.6 2.8
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（7-2）災害発生時の備え（問 44） 

 
災害に対する備えをみると、「非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄（3日分程度）をしている」

が 54.6％で最も多く、次いで「日頃から家族で災害時の対応を話し合っている」が 30.4％、「家具に転

倒防止器具を取り付けている」が 26.8％となっています。 

 

《障害の種類別》 

 
 
障害の種類別にみると、すべての障害で「非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄（3日分程度）

をしている」が最も多くなっています。次いで、「身体のみ」、「知的のみ」、「身体と知的の重複障害」、

「難病・特定疾患」では「文京区の『避難行動要支援者の名簿』に登録している」となっていますが、

「発達障害」では「日頃から家族で災害時の対応を話し合っている」が２番目となっています。 

54.6

30.4

26.8

18.0

8.8

7.7

4.1

2.6

2.1

1.0

16.5

2.6

0 20 40 60

非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄（３日分程

度）をしている

日頃から家族で災害時の対応を話し合っている

家具に転倒防止器具を取り付けている

文京区の「避難行動要支援者名簿」に登録している

疾病等で必要な薬や医療機関の連絡先などを備えて

いる

住居の耐震診断を受け、必要な補強を行っている

地域の防災訓練や勉強会・セミナー等に参加している

区民防災組織（町会・自治会）や消防団等に参加して

いる

近所の人や知人等に、災害が発生したときの助けをお

願いしている

その他

特にない

無回答

（%）ｎ＝（194）

 

調査数

日頃から家

族で災害時

の対応を話し

合っている

非常時持ち

出し品の用

意、非常食

等の備蓄（３

日分程度）を

している

疾病等で必

要な薬や医

療機関の連

絡先などを

備えている

近所の人や

知人等に、災

害が発生し

たときの助け

をお願いして

いる

文京区の「避

難行動要支

援者名簿」に

登録している

家具に転倒

防止器具を

取り付けてい

る

身体のみ 13 30.8 53.8 15.4      - 46.2 23.1

知的のみ 81 24.7 55.6 9.9      - 29.6 23.5

精神のみ 8 25.0 50.0      -      - 12.5 25.0

身体＋知的 11 18.2 45.5 27.3 9.1 36.4 36.4

難病・特定疾患 12 16.7 50.0 16.7      - 33.3 16.7

発達障害 108 31.5 53.7 9.3 3.7 13.9 28.7

 

調査数

住居の耐震

診断を受け、

必要な補強

を行っている

区民防災組
織（町会・自

治会）や消防

団等に参加

している

地域の防災
訓練や勉強

会・セミナー

等に参加して

いる

特にない その他 無回答

身体のみ 13 7.7      - 7.7      -      - 7.7

知的のみ 81 9.9 3.7 1.2 14.8 2.5 2.5

精神のみ 8 12.5 12.5      - 12.5      -      -

身体＋知的 11      - 9.1 18.2 27.3      -      -

難病・特定疾患 12      -      -      - 8.3      - 8.3
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〇 施設に入所している方を対象にした調査 
 

 

 

 

 

１．本人について 
（1-1）回答者（問 1） 

 
 

※回答者数がごく少数である知的と精神の重複障害、難病・特定疾患については、個人情報の特定を防

止する観点から、次ページ以降に掲載されている障害種類別のグラフ・表から除いています。 
 
調査の回答者は、全体では「施設の職員」が 42.9％、「ご家族の方」が 41.8％と、いずれも４割を超

えて多くなっています。 

障害の種類別にみると、「知的のみ」で「施設の職員」が 46.4％と他に比べて多くなっています。 

 

 

 

（1-2）性別（問２） 

  
 性別についてみると、「男性」が 56.0％、「女性」が 41.8％となっています。 

 

 

 

全体 (91)

身体のみ (6)

知的のみ (56)

身体+知的 (23)

16.7

8.9

13.0

50.0

42.9

43.5

16.7

46.4

34.8

1.8

16.7

8.7

(%)ｎ

11.0 41.8 42.9

1.1 3.3

あ

て
名
ご

本
人

ご

家
族
の

方

施

設
の
職

員

そ

の
他

無

回
答

56.0 41.8 2.2

ｎ

(91)

(%)

男

性

女

性

無

回

答
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（1-３）年齢（問 3） 

 

  
 年齢についてみると、「40～49 歳」が 33.0％と最も多く、次いで「50～59 歳」が 19.8％、「30～39 歳」

が 13.2％となっています。 

 

（1-４）手帳の所持状況（問４） 

  
 手帳の所持状況については、「愛の手帳」が 87.9％と最も多く、次いで「身体障害者手帳」が 31.9％

となっています。 
 

《各等級別》 

 
身体障害者手帳               愛の手帳 

身体障害者手帳の等級については、「１級」が 65.5％を占めています。 

愛の手帳の等級については、「２級」が 58.8％で最も多く、次いで「３級」の 20.0％となっています。 

6.6 13.2 33.0 19.8 7.7 8.8 4.4 4.0

2.2

ｎ

(91)

(%)

1
8
～

2

9
歳

3
0
～

3

9
歳

4
0
～

4

9
歳

5
0
～

5

9
歳

6
0
～

6

4
歳

6
5
～

6

9
歳

7
0
～

7

4
歳

7
5

歳

以

上

無
回

答

31.9

87.9

3.3

2.2

0 20 40 60 80 100

身体障害者手帳

愛の手帳

これらの手帳は持っていない

無回答

ｎ＝（91）
（%）

65.5

24.1

6.9
3.4

0.0
0.0

0.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

無回答

６級

５級

４級

３級

２級

１級

ｎ＝（29）

10.0

58.8

20.0

7.5
3.8

0%

20%

40%

60%

80%

100%

無回答

４度

３度

２度

１度

ｎ＝（80）
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（1-５）身体障害の種類（問４） 

  
身体障害の種類については、「肢体不自由」44.8％と最も多く、次いで「視覚障害」が 10.3％となっ

ています。 

 

（1-６）年収（問５） 

  
 年収をみると、「80 万円以上 150万円未満」が 39.6％で最も多く、次いで「80 万円未満」が 16.5％

となっています。一方、「収入はない」は 35.2％となっています。  

44.8 

10.3 

6.9 

3.4 

0.0 

41.4 

0 10 20 30 40 50

肢体不自由

視覚障害

音声・言語・そしゃく機能障害

聴覚・平衡機能障害

内部障害

無回答

ｎ＝（29）

35.2 

16.5 

39.6 

3.3 

0.0 

0.0 

0.0 

5.5 

0 20 40 60

収入はない

80万円未満

80万円以上～150万円未満

150万円以上～250万円未満

250万円以上～500万円未満

500万円以上～1,000万円未満

1,000万円以上

無回答

ｎ＝（91）
（%）

（％） 
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２．入所施設について 
（2-1）入所施設所在地域（問 14） 

    
入所施設のある地域をみると、「文京区内」が 34.1％と最も多く、次いで「東京都（23 区内を除く）」

が 24.2％、「関東（東京都を除く）」が 17.6％となっています。 

 
（2-2）入所期間（問 15） 

    
入所期間をみると、「1 年以上～３年未満」（33.0％）と「20 年以上」（34.1％）がそれぞれ３割を超

えています。 

《障害の種類別》 

 
障害の種類別にみると、「身体のみ」と「知的のみ」では「1年以上～３年未満」が最も多くなってい

ます。 

一方、「身体と知的の重複障害」では「20 年以上」が 43.5％で最も多くなっています。 

34.1

6.6

24.2

17.6

2.2

13.2

0.0

1.1

0.0

1.1

0 20 40

文京区内

文京区以外の特別区

東京都（２３区内を除く）

関東（東京都を除く

中部

東北

近畿

四国

その他

無回答

ｎ＝（91）
（%）

5.5

33.0

1.1

6.6

16.5

34.1

1.1

2.2

0 20 40

１年未満

１年以上～３年未満

３年以上～５年未満

５年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

わからない

無回答

ｎ＝（91）
（%）

調査数              １年未満
１年以上～３

年未満

３年以上～５

年未満

５年以上～

10年未満

10年以上～

20年未満
20年以上

身体のみ 6      - 66.7      -      -      - 16.7

知的のみ 56 7.1 35.7 1.8 5.4 14.3 33.9

身体＋知的 23      - 17.4      - 8.7 26.1 43.5

調査数              わからない 無回答

身体のみ 6 16.7      -

知的のみ 56      - 1.8

身体＋知的 23      - 4.3



71 

 

（2-３）入所決定理由（問 16） 

 
 施設入所を決めた理由をみると、「家族による介助が難しくなったため」が 64.8％と最も多く、次い

で「常時介助が必要なため」の 30.8％となっています。 
 
《障害の種類別》 

 
 
障害の種類別にみると、「身体のみ」では「生活が保障され安心感があるため」が 66.7％と多く、「知

的のみ」および「身体と知的の重複障害」では「家族による介助が難しくなったため」が７割近くと多

くなっています。 
 

 

 

 

 

  

64.8

30.8

23.1

16.5

15.4

8.8

7.7

6.6

4.4

0.0

3.3

8.8

0 20 40 60 80

家族による介助が難しくなったため

常時介助が必要なため

生活が保障され安心感があるため

家族から自立するため

家族などに勧められたため

リハビリや生活面の訓練を受けるため

医療的なケアが必要なため

住まいに支障があったため

在宅福祉サービスが不十分なため

収入が不十分だったため

その他

わからない

ｎ＝（91）
（%）

調査数              
家族から自

立するため

リハビリや生

活面の訓練

を受けるため

生活が保障

され安心感

があるため

家族による介

助が難しく

なったため

常時介助が

必要なため

医療的なケ

アが必要な

ため

身体のみ 6 33.3 16.7 66.7 50.0 16.7 16.7

知的のみ 56 16.1 7.1 23.2 69.6 26.8 3.6

身体＋知的 23 17.4 13.0 8.7 69.6 47.8 17.4

調査数              

住まいに支

障があったた

め

在宅福祉

サービスが
不十分なた

め

収入が不十
分だったため

家族などに

勧められた

ため

わからない その他

身体のみ 6      -      -      -      - 16.7 16.7

知的のみ 56 5.4 7.1      - 14.3 8.9      -

身体＋知的 23 4.3      -      - 17.4 4.3 8.7
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３．施設での生活について 
（３-1）余暇の過ごし方（問 21） 

    

 
休日や時間に余裕があるときの過ごし方をみると、「自室などでくつろぐ」が 47.3％で最も多く、次

いで「ショッピングに行く」と「近所の散歩」が 20.9％となっています。 
 

《障害の種類別》 

 
 

障害の種類別にみると、「身体のみ」および「知的のみ」では「自室などでくつろぐ」が半数以上で

最も多く、「身体と知的の重複障害」では「特に何もしない」が 26.1％で最も多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

47.3
20.9
20.9

13.2
11.0

9.9
6.6

5.5
4.4

1.1
0.0
0.0

13.2
16.5

6.6

0 10 20 30 40 50

自室などでくつろぐ

ショッピングに行く

近所の散歩

趣味や学習活動

飲食店に行く

地域の行事に参加

演劇や映画の鑑賞

旅行

友人・知人と会う

スポーツ

ボランティア活動

読書

その他

特になにもしない

無回答

ｎ＝（91） （%）

調査数              
趣味や学習

活動
スポーツ

ボランティア

活動

友人・知人と

会う

演劇や映画

の鑑賞

ショッピング

に行く

身体のみ 6 16.7      -      -      -      -      -

知的のみ 56 14.3 1.8      - 5.4 7.1 23.2

身体＋知的 23 13.0      -      -      - 8.7 21.7

調査数              飲食店に行く 読書 旅行
自室などでく

つろぐ

地域の行事

に参加
近所の散歩

身体のみ 6      -      -      - 50.0      -      -

知的のみ 56 16.1      - 5.4 58.9 10.7 26.8

身体＋知的 23 4.3      - 8.7 21.7 8.7 13.0

調査数              
特になにもし

ない
その他 無回答

身体のみ 6      - 33.3 16.7

知的のみ 56 12.5 8.9 3.6

身体＋知的 23 26.1 17.4 13.0
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（３-2）外出頻度（問 22） 

 
 
外出頻度をみると、「あまり外出しない」が約３割を占めて最も多くなっています。 
障害の種類別では、特に目立った特徴はありません。 

 

 

  

全体 (91)

身体のみ (6)

知的のみ (56)

身体+知的 (23)

3.6

12.5

17.4

16.7

21.4

21.7

33.3

28.6

21.7

50.0

30.4

26.1

3.6

13.0

(%)ｎ

3.3

13.2 19.8 27.5 30.8 5.5

ほ

ぼ
毎
日

週

に
３
～

４
回

週

に
１
～

２
回

月

に
１
～

３
回

あ

ま
り
外

出
し
な
い

無

回
答
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４．今後の暮らし方について 
 

（４-１）今後希望する生活（問 23） 

 
今後希望する暮らし方としては、「現在の施設で暮したい」が約７割を占めています。 

障害の種類別にみると、「身体と知的の重複障害」では「別の施設で暮らしたい」が 8.7％と比較的多く

なっています。  

全体 (91)

身体のみ (6)

知的のみ (56)

身体+知的 (23)

66.7

73.2

65.2

1.8

8.7

3.6

4.3

16.7

17.9

17.4

16.7

3.6

4.3

(%)ｎ

70.3

3.3 1.1 3.3

17.6 4.4

現

在
の
施

設
で
生
活

し

た
い

別

の
施
設

で
暮
ら
し

た

い

施

設
を
退

所
し
て
、

家

族
と
生

活
し
た
い

施

設
を
退

所
し
て
、

独

立
し
て

生
活
し
た

い 施

設
を
退

所
し
て
、

グ

ル
ー

プ

ホ
ー

ム
な

ど

で
生
活

し
た
い

わ

か
ら
な

い

無

回
答
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（４-２）地域で安心して暮らしていくために必要な施策（問 29） 
  

 
 

 障害者が地域で安心して暮していくために重要な施策としては、「障害に対する理解の促進」が 61.5％

で最も多く、以下「医療サービスの充実」52.7％、「入所（障害者支援施設等）施設の充実」51.6％と

続いています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

61.5

52.7

51.6

37.4

31.9

31.9

31.9

26.4

23.1

23.1

20.9

20.9

18.7

16.5

15.4

14.3

13.2

12.1

12.1

11.0

0.0

9.9

3.3

0 10 20 30 40 50 60 70

障害に対する理解の促進

医療サービスの充実

入所（障害者支援施設等）施設の充実

日中活動系サービス（生活介護・自立訓練・就労移行支援・就労継続支援等）の充実

相談支援体制の充実

グループホームなどの整備

経済的支援の充実

災害時支援の充実

障害者向けの住まいの確保

地域交流の場の充実

訪問系サービス（居宅介護・重度訪問介護、同行援護等）の充実

建物・道路などのバリアフリー化

趣味やスポーツ活動の充実

雇用・就労支援の充実

福祉機器・補装具などの充実

短期入所の充実

意思疎通支援（手話通訳者や要約筆記者の派遣）の充実

当事者同士で支援しあえる仕組みづくり

教育・育成の充実

居住支援の充実（住まい探しなど）

その他

特にない

無回答

ｎ＝（91）
（%）
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《障害の種類別》 

 
  

障害の種類別にみると、「知的のみ」で「障害に対する理解の促進」が 75.0％と特に多くなっていま

す。また、「身体と知的の重複障害」では「障害に対する理解の促進」と医療サービスの充実」が 43.5％

の同数で最も多くなっています。 

 

調査数              
障害に対す
る理解の促
進

医療サービ

スの充実

教育・育成の

充実

雇用・就労支

援の充実

相談支援体

制の充実

訪問系サー

ビス（居宅介
護・重度訪問

介護、同行
援護等）の充

実

日中活動系
サービス（生

活介護・自立
訓練・就労移
行支援・就労

継続支援等）
の充実

短期入所の

充実

身体のみ 6 33.3 16.7      -      - 33.3      -      -      -

知的のみ 56 75.0 62.5 14.3 21.4 35.7 25.0 46.4 17.9

身体＋知的 23 43.5 43.5 13.0 13.0 26.1 21.7 34.8 13.0

調査数              

意思疎通支
援（手話通訳

者や要約筆
記者の派遣）

の充実

福祉機器・補

装具などの
充実

グループ

ホームなど
の整備

入所（障害者

支援施設等）
施設の充実

障害者向け

の住まいの
確保

居住支援の

充実（住まい
探しなど）

建物・道路な

どのバリアフ
リー化

当事者同士
で支援しあえ

る仕組みづく
り

身体のみ 6 16.7      - 16.7 66.7      -      - 16.7      -

知的のみ 56 14.3 14.3 33.9 58.9 25.0 14.3 23.2 17.9

身体＋知的 23 13.0 26.1 30.4 30.4 21.7 8.7 21.7 4.3

調査数              

趣味やス

ポーツ活動
の充実

経済的支援

の充実

災害時支援

の充実

地域交流の

場の充実
特にない その他 無回答

身体のみ 6      - 16.7 16.7 33.3 16.7      -      -

知的のみ 56 23.2 39.3 32.1 28.6 8.9      -      -

身体＋知的 23 4.3 26.1 21.7 13.0 8.7      - 13.0
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５．相談や福祉の情報について 

 
（５-１）困った時の相談相手（問 30） 

  
困ったときの相談相手としては、「施設の職員」が 83.5％で最も多く、次いで「家族や親族」の 44.0％

となっています。 
 

《障害の種類別》 

 
 

障害の種類別にみると、いずれの障害でも「施設の職員」が最も多く、次いで「家族や親族」となっ

ています。 
 

 

 

 
 
 

  

83.5
44.0

27.5
15.4
14.3

7.7
3.3

1.1
1.1
1.1
0.0
0.0

11.0
3.3

0 20 40 60 80 100

施設の職員

家族や親族

医療関係者（医師、看護師、医療相談員）

官公庁の窓口（区の障害福祉課等）

施設の相談窓口

障害等の当事者会や家族の会

友人・知人

卒業した学校の教職員

保健サービスセンター

障害者基幹相談支援センター

社会福祉協議会

相談する相手はいない

その他

無回答

（%）
ｎ＝（91）

調査数              家族や親族 施設の職員
施設の相談

窓口
友人・知人

卒業した学

校の教職員

障害等の当

事者会や家

族の会

医療関係者

（医師、看護

師、医療相

談員）

身体のみ 6 50.0 66.7      - 16.7      -      - 33.3

知的のみ 56 51.8 85.7 17.9 1.8      - 7.1 28.6

身体＋知的 23 34.8 78.3 13.0      - 4.3 13.0 26.1

調査数              
官公庁の窓
口（区の障害

福祉課等）

保健サービ

スセンター

基幹相談支

援センター

社会福祉協

議会

相談する相

手はいない
その他 無回答

身体のみ 6 33.3      - 16.7      -      - 50.0      -

知的のみ 56 17.9 1.8      -      -      - 10.7 1.8

身体＋知的 23 8.7      -      -      -      - 4.3 8.7
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（５-２）福祉に関する情報の入手先（問 31） 

     
福祉に関する情報の入手先としては、「施設の職員」が 44.0％で最も多く、次いで「官公庁の広報紙」、

「官公庁の窓口（区の障害福祉課等）」、「障害等の当事者や家族の会」がそれぞれ 15.4％となっていま

す。 
 
《障害の種類別》 

 
  
障害の種類別にみると、「知的のみ」で「施設の職員」が 46.4％と特に多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

44.0
15.4
15.4
15.4

11.0
5.5

4.4
1.1
1.1

0.0
6.6

17.6
5.5

0 20 40 60

施設の職員

官公庁の広報紙

官公庁の窓口（区の障害福祉課等）

障害等の当事者会や家族の会

テレビ・ラジオ

新聞・書籍

インターネット

官公庁のホームページ

医療機関

保健センター

その他

特にない

無回答

ｎ＝（91）
（%）

調査数              
官公庁の広

報紙

官公庁の

ホームペー

ジ

官公庁の窓

口（区の障害

福祉課等）

保健センター
テレビ・ラジ

オ

インターネッ

ト
新聞・書籍

身体のみ 6 33.3      - 16.7      -      -      -      -

知的のみ 56 17.9      - 16.1      - 14.3 3.6 7.1

身体＋知的 23 8.7 4.3 17.4      - 4.3 4.3 4.3

調査数              
障害等の当
事者会や家

族の会

医療機関 施設の職員 特にない その他 無回答

身体のみ 6 16.7      - 33.3 33.3 16.7      -

知的のみ 56 19.6 1.8 46.4 16.1 3.6 3.6

身体＋知的 23 8.7      - 34.8 17.4 8.7 13.0
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６．差別解消について 
（６-1）合理的配慮を進めていくために必要なこと（問 32） 

    
社会的障壁の除去に向けて合理的配慮を進めていくために必要なこととしては、「区民や民間事業者

に対して障害者差別解消法に関する周知・啓発」が 39.6％を占めています。 
 

《障害の種類別》 

 
 
障害の種類別にみると、「知的のみ」で「区民や民間事業者に対して障害者差別解消法に関する周知・

啓発」48.2％と半数近くとなっています。 
 

 
 

  

39.6

18.7

16.5

14.3

11.0

9.9

5.5

22.0

7.7

0 20 40 60

区民や民間事業者に対して障害者差別解消

法に関する周知・啓発

障害者差別解消法に係るセミナー等の開催

ヘルプマーク・ヘルプカードの周知・啓発

障害当事者を講師とした区民・民間事業者向

けの研修

意思疎通のために絵や写真カード、ICT 機器

（タブレット端末等）等の活用

筆談、読み上げ、手話など障害の特性に応じ

たコミュニケーション手段の活用

その他

特にない

無回答

ｎ＝（91）
（%）

調査数              

区民や民間

事業者に対

して障害者

差別解消法

に関する周

知・啓発

障害者差別

解消法に係

るセミナー等

の開催

障害当事者

を講師とした

区民・民間事

業者向けの

研修

筆談、読み

上げ、手話な

ど障害の特

性に応じたコ

ミュニケー

ション手段の

活用

意思疎通の

ために絵や

写真カード、

ICT 機器（タ

ブレット端末

等）等の活用

ヘルプマー

ク・ヘルプ

カードの周

知・啓発

身体のみ 6 33.3 16.7      -      -      -      -

知的のみ 56 48.2 21.4 14.3 16.1 17.9 19.6

身体＋知的 23 30.4 17.4 13.0      -      - 8.7

調査数              特にない その他 無回答

身体のみ 6 50.0      - 16.7

知的のみ 56 16.1 5.4 5.4

身体＋知的 23 26.1 8.7 13.0
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〇 サービス事業所の方を対象にした調査 
 

 

 

 

 

１．事業運営について 
 

（1-1）経営主体（問１） 
 

 
 経営主体をみると、「社会福祉法人」が 42.0％、「株式会社・有限会社」が 40.6％と、いずれも４割

を超えて多くなっています。 

 

 

（1-２）開業年（問２） 
 

 
開業年をみると、「平成 25 年以降」が 37.7％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

  

42.0

0 2.9

40.6 8.7

0 2.9
00
1.4

1.4

ｎ (%)

社

会

福

祉

法
人

医

療

法

人

一

般

社

団

法
人

・

一

般

財

団

法

人

株

式

会

社

・
有

限

会

社

特

定

非

営

利
活

動

法

人

（

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法
人
）

協

同

組

合

合

同

会

社

・
合

資

会

社

そ

の

他

法

人

個

人

医

療

機
関

地

方

公

共

団
体

そ

の

他

(69)

15.9 13.0 15.9 14.5 37.7 2.9

ｎ

(69)

(%)

平

成

９

年

以

前

平

成

1

0
～

1

4

年

平

成

1

5
～

1

9

年

平

成

2

0
～

2

4

年

平

成

2

5

年

以

降

無

回

答
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（1-３）提供しているサービス（問３） 
 

 
提供しているサービスをみると、「居宅介護」が 34.8％と最も多く、次いで「就労移行支援」が 24.6％、

「移動支援事業」と「計画相談支援（サービス等利用計画・モニタリング）」が 23.2％、「重度訪問介護」

と「共同生活援助（グループホーム）」が 20.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.8

24.6

23.2

23.2

20.3

20.3

17.4

15.9

11.6

8.7

8.7

7.2

5.8

4.3

4.3

2.9

2.9

2.9

1.4

1.4

0.0

0.0

0.0

0.0

1.4

0 20 40

居宅介護

就労移行支援

計画相談支援（サービス等利用計画・モニタリング）

移動支援事業

重度訪問介護

共同生活援助（グループホーム）

就労継続支援（Ｂ型）

生活介護

放課後等デイサービス

同行援護

地域相談支援（地域移行支援・地域定着支援）

障害児相談支援

児童発達支援

自立訓練（機能訓練・生活訓練）

就労継続支援（Ａ型）

短期入所

施設入所支援

地域活動支援センター事業

行動援護

日中一時支援事業

重度障害者等包括支援

療養介護

医療型児童発達支援

保育所等訪問支援

その他

ｎ＝（69）
（%）
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（1-４）事業を展開しているエリア（問４） 
       

      
事業展開エリアをみると、「文京区内全域」が 55.1％と最も多く、次いで「23区内」が 42.0％となっ

ています。 

 

（1-５）収支状況（問６） 

 

 

 
 
運営法人の収支状況をみると、「黒字だった」が 53.6％と５割を超えています。一方、「やや赤字だっ

た」が 7.2％、「大幅な赤字だった」が 18.8％となっています。 

 

 

 

 

7.2 

55.1 

42.0 

17.4 

17.4 

5.8 

0 20 40 60

文京区内の一部

文京区内全域

23区内

東京都内

首都圏

その他

ｎ＝（69）

全体 (69)

訪問系 (26)

日中活動系 (30)

居住系 (16)

相談支援 (17)

地域生活支援事業 (18)

障害児通所支援 (9)

61.5

56.7

75.0

58.8

55.6

33.3

15.4

3.3

6.3

11.8

22.2

11.1

10.0

6.3

11.8

11.1

11.5

10.0

11.1

33.3

5.9

11.1

11.5

20.0

12.5

11.8

11.1

(%)ｎ

53.6 11.6 7.2 13.0

1.4

13.0

(%)

黒

字
だ
っ

た

ほ

ぼ
収
支

が
均
衡
し

た や

や
赤
字

だ
っ

た

大

幅
な
赤

字
だ
っ

た

そ

の
他

無

回
答

（％） 

【運営法人（介護保険サービス事業所等分も含む）】 
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【障害福祉サービス等事業所】 

 

 
 

障害福祉サービス等事業所の収支状況をみると、「黒字だった」が 29.0％となっています。一方、「や

や赤字だった」が 18.8％、「大幅な赤字だった」が 23.2％となっています。 

 
 
 ※グラフ・表に示しているサービス事業体系の内訳は以下のとおりです。 

・「訪問系」…居宅介護事業所、重度訪問介護事業所、行動援護事業所、重度障害者等包括支援事業所、

同行援護事業所、短期入所事業所 
・「日中活動系」…生活介護事業所、療養介護事業所、自立訓練事業所（機能訓練・生活訓練）、就労移

行支援事業所、就労継続支援事業所（A 型、B 型） 
・「居住系」…共同生活援助事業所、施設入所支援事業所 
・「相談支援」…地域相談支援事業所（地域移行支援・地域定着支援）、計画相談支援事業所、障害児相

談支援事業所 
・「地域生活支援事業」…地域活動支援センター、移動支援事業所、日中一時支援事業所 
・「障害児通所支援」…児童発達支援事業所、医療型児童発達支援事業所、放課後等デイサービス事業所、

保育所等訪問支援事業所 
 

  

全体 (69)

訪問系 (26)

日中活動系 (30)

居住系 (16)

相談支援 (17)

地域生活支援事業 (18)

障害児通所支援 (9)

23.1

33.3

31.3

23.5

27.8

15.4

6.7

12.5

5.9

11.1

11.1

15.4

26.7

31.3

23.5

11.1

22.2

26.9

23.3

25.0

35.3

38.9

44.4

7.7

3.3

11.8

22.2

11.5

6.7

11.1

(%)ｎ

29.0 14.5 18.8 23.2 7.2 7.2

(%)

黒

字
だ
っ

た

ほ

ぼ
収

支
が
均

衡
し

た や

や
赤

字
だ
っ

た

大

幅
な

赤
字
だ
っ

た

そ

の
他

無

回
答



84 

 

（1-６）経営で重視していること（問７） 

    
経営していく上での重視点をみると、「職員の資質向上」が 66.7％と最も多く、次いで「職員の確保」

が 34.8％、「職員の待遇改善」と「収益の確保」が 31.9％、「他の事業者との連携」が 29.0％となって

います。 

 

 

《サービス体系別》 

 
 

 サービス体系別にみると、「訪問系」と「地域生活支援事業」では「職員の確保」が最も多く、「日中

活動系」と「障害児通所支援」では「職員の資質の向上」が、「相談支援」では「他の事業者との連携」

がそれぞれ最も多くなっています。 

 

  

66.7

34.8

31.9

31.9

29.0

27.5

18.8

8.7

5.8

4.3

4.3

14.5

0 10 20 30 40 50 60 70

職員の資質向上

職員の確保

職員の待遇改善

収益の確保

他の事業者との連携

行政との連携

地域住民等の理解

制度改正などへの対応

施設・設備の改善

事務作業量の軽減

運転資金の調達

その他

ｎ＝（69） （%）

 調査数 職員の確保
職員の待遇

改善

職員の資質

向上

事務作業量

の軽減

施設・設備の

改善

制度改正な

どへの対応

訪問系 26 65.4 46.2 61.5      - 3.8 11.5

日中活動系 30 33.3 23.3 63.3      - 6.7 6.7

居住系 16 31.3 12.5 56.3      - 12.5 6.3

相談支援 17 35.3      - 41.2 11.8 5.9      -

地域生活支援事業 18 66.7 33.3 50.0      - 5.6 5.6

障害児通所支援 9 22.2 44.4 66.7 22.2      -      -

 調査数 収益の確保
運転資金の

調達

他の事業者

との連携

行政との連

携

地域住民等

の理解
その他

訪問系 26 46.2 3.8 30.8 19.2      -      -

日中活動系 30 36.7      - 40.0 30.0 23.3 20.0

居住系 16 43.8      - 56.3 43.8 37.5      -

相談支援 17 35.3      - 58.8 29.4 29.4 11.8

地域生活支援事業 18 44.4      - 44.4 16.7 5.6 5.6

障害児通所支援 9 33.3 22.2 33.3 22.2      - 22.2
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２．職員について 
（２-1）人材育成のための取り組み（問 13） 

 
 
人材育成のための取り組みをみると、「事業所内での研修の実施」が 87.0％と最も多く、次いで「事

業所内で事例検討会の実施」が 62.3％、「外部研修参加のための休暇取得の支援や金銭的な支援」が

55.1％、「職員キャリアパスの導入」が 39.1％となっています。 

 

《サービス体系別》 

 
 

サービス体系別にみると、すべてのサービス体系で「事業所内での研修の実施」が最も多く、８割を

超えています。また、「障害児通所支援」では「事業所内で事例検討会の実施」も 88.9％と多くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

87.0

62.3

55.1

39.1

30.4

24.6

10.1

8.7

7.2

1.4

0 20 40 60 80 100

事業所内で研修の実施

事業所内で事例検討会の実施

外部研修参加のための休暇取得の支援や金銭的な支援

職員キャリアパスの導入

他事業者と合同で研修会の実施

他事業者への異動・受入（人事交流）

他事業者と合同で事例検討会の実施

指導員（チューター）制度の導入

その他

特に行っていない

ｎ＝（69）ｎ＝（69）
（%）

 調査数
事業所内で

研修の実施

事業所内で
事例検討会

の実施

外部研修参

加のための
休暇取得の

支援や金銭

的な支援

他事業者へ
の異動・受入

（人事交流）

他事業者と
合同で研修

会の実施

他事業者と
合同で事例

検討会の実

施

訪問系 26 88.5 53.8 30.8 11.5 15.4      -

日中活動系 30 83.3 46.7 56.7 30.0 40.0 20.0

居住系 16 87.5 37.5 37.5 18.8 43.8 6.3

相談支援 17 94.1 41.2 52.9 29.4 29.4 11.8

地域生活支援事業 18 88.9 50.0 33.3 22.2 11.1      -

障害児通所支援 9 88.9 88.9 44.4 22.2 22.2      -

 調査数
職員キャリア
パスの導入

指導員
（チューター）

制度の導入

特に行ってい
ない

その他

訪問系 26 46.2 7.7 3.8      -

日中活動系 30 40.0 10.0 3.3 13.3

居住系 16 43.8      -      - 6.3

相談支援 17 52.9 5.9      -      -

地域生活支援事業 18 44.4 5.6 5.6      -

障害児通所支援 9 33.3 11.1      -      -
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（２-２）人材確保のための取り組み（問 15） 

 
人材確保のための取り組みをみると、「ハローワークを通じて募集した」が 58.0％、「知人経由・人づ

てで探した」が 56.5％、「インターネットの求人サイトを利用した」が 55.1％と、いずれも５割を超え

て多く、次いで「福祉専門学校等で求人を行った」が 42.0％となっています。 

 

《サービス体系別》 

 
 

 サービス体系別にみると、「ハローワークを通じて募集した」と「知人経由・人づてで探した」はす

べてのサービス体系で５割を超えて多くなっています。また、「福祉専門学校等で求人を行った」は「居

住系」と「相談支援」で比較的多くなっています。  

58.0

56.5

55.1

42.0

36.2

20.3

20.3

8.7

5.8

0 20 40 60

ハローワークを通じて募集した

知人経由・人づてで探した

インターネットの求人サイトを利用した

福祉専門学校等で求人を行った

求人誌などに人材広告を掲載した

人材募集のチラシを配布した

ボランティアを受け入れた

その他

無回答

ｎ＝（69）
（%）

 調査数

求人誌など

に人材広告

を掲載した

インターネッ

トの求人サイ

トを利用した

人材募集の

チラシを配布

した

ハローワーク

を通じて募集

した

福祉専門学

校等で求人

を行った

知人経由・人

づてで探した

訪問系 26 42.3 42.3 19.2 69.2 42.3 65.4

日中活動系 30 33.3 46.7 13.3 63.3 46.7 53.3

居住系 16 12.5 31.3 12.5 62.5 62.5 62.5

相談支援 17 23.5 41.2 11.8 64.7 64.7 64.7

地域生活支援事業 18 16.7 38.9 16.7 66.7 44.4 66.7

障害児通所支援 9 33.3 66.7 22.2 55.6      - 66.7

 調査数

ボランティア

を受け入れ

た

その他 無回答

訪問系 26 11.5 7.7      -

日中活動系 30 20.0 6.7 10.0

居住系 16 18.8 6.3 25.0

相談支援 17 23.5 5.9 11.8

地域生活支援事業 18 16.7 11.1      -

障害児通所支援 9 22.2 11.1      -



87 

 

３．サービス提供について 
 

（３-１）サービス向上のための取り組み（問 18） 

    
サービス向上のための取り組みをみると、「緊急時マニュアルの作成」が 65.2％、「苦情や相談の受付

体制の整備」が 62.3％と、いずれも６割を超えて多くなっています。また、「事故防止対策」も 52.2％

と多く、次いで「困難事例のケース検討会などの開催」が 44.9％となっています。 

 

《サービス体系別》 

 
 

サービス体系別にみると、「訪問系」では「緊急時マニュアルの作成」、「障害者通所支援」では「困

難事例のケース検討会などの開催」がそれぞれ最も多く、それ以外のサービス体系では「苦情や相談の

受付体制の整備」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

65.2
62.3

52.2
44.9

39.1
39.1
39.1

26.1
23.2

15.9
0.0
0.0

0 20 40 60 80

緊急時マニュアルの作成

苦情や相談の受付体制の整備

事故防止対策

困難事例のケース検討会などの開催

専門職の配置

サービス提供マニュアルの作成

利用者への説明の徹底

第三者機関の評価

事業者独自の評価

利用者による評価

特にない

その他

ｎ＝（69） （%）

 調査数

困難事例の
ケース検討

会などの開

催

事業者独自

の評価

利用者による

評価

第三者機関

の評価

専門職の配

置

サービス提

供マニュアル

の作成

訪問系 26 30.8 23.1 11.5 15.4 11.5 50.0

日中活動系 30 33.3 26.7 13.3 43.3 50.0 30.0

居住系 16 43.8 12.5      - 25.0 50.0 12.5

相談支援 17 41.2      -      - 23.5 47.1 17.6

地域生活支援事業 18 33.3 16.7 5.6 11.1 16.7 27.8

障害児通所支援 9 88.9 11.1 44.4 22.2 33.3 22.2

 調査数

緊急時マ

ニュアルの

作成

事故防止対

策

利用者への

説明の徹底

苦情や相談

の受付体制

の整備

特にない その他

訪問系 26 69.2 38.5 26.9 57.7      -      -

日中活動系 30 70.0 46.7 40.0 73.3      -      -

居住系 16 56.3 37.5 37.5 62.5      -      -

相談支援 17 58.8 29.4 29.4 76.5      -      -

地域生活支援事業 18 66.7 27.8 16.7 66.7      -      -

障害児通所支援 9 66.7 66.7 33.3 33.3      -      -
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（３-２）今後新規参入を検討しているサービス（問 20） 

 
今後新規参入を検討しているサービスをみると、「共同生活援助（グループホーム）」が 17.4％と最も

多く、次いで「就労継続支援（B型）」が 13.0％、「計画相談支援（サービス等利用計画モニタリング）」

が 11.6％となっています。  

17.4
13.0

11.6
5.8

4.3
4.3
4.3

2.9
2.9
2.9

1.4
1.4
1.4
1.4
1.4
1.4

0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

11.6
46.4

0 20 40 60

共同生活援助（グループホーム）

就労継続支援（Ｂ型）

計画相談支援（サービス等利用計画・モニタリング）

放課後等デイサービス

就労継続支援（Ａ型）

地域相談支援（地域移行支援・地域定着支援）

地域活動支援センター事業

生活介護

児童発達支援

障害児相談支援

重度訪問介護

行動援護

同行援護

自立訓練（機能訓練・生活訓練）

就労移行支援

保育所等訪問支援

居宅介護

重度障害者等包括支援

短期入所

療養介護

施設入所支援

日中一時支援事業

生活サポート事業

医療型児童発達支援

その他

無回答

ｎ＝（69） （%）
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（３-３）障害福祉施策に必要なこと（問 28） 

       
今後の障害福祉施策の充実に必要なこととしては、「福祉人材確保のための方策」が 66.7％と最も多

く、次いで「地域住民の理解や協力」が 43.5％、「地域の相談支援体制の充実」と「事務手続きの簡素

化」が 29.0％となっています。 

 

《サービス体系別》 

 
 

サービス体系別にみると、すべてのサービス体系で「福祉人材確保のための方策」が最も多くなって

います。また、「居住系」では「地域住民の理解や協力」も 75.0％と多くなっています。 

 

 

  

66.7

43.5

29.0

29.0

27.5

17.4

13.0

10.1

2.9

0.0

10.1

0 20 40 60 80

福祉人材の確保のための方策

地域住民の理解や協力

地域の相談支援体制の充実

事務手続きの簡素化

地域の生活基盤の充実のための方策

一般就労の促進のための方策

福祉的就労における工賃向上

利用者負担の軽減

その他

特にない

無回答

ｎ＝（69） （%）

 調査数
地域住民の
理解や協力

地域の相談
支援体制の

充実

地域の生活

基盤の充実
のための方

策

一般就労の
促進のため

の方策

福祉的就労
における工賃

向上

福祉人材の
確保のため

の方策

訪問系 26 42.3 26.9 50.0 3.8 7.7 73.1

日中活動系 30 50.0 20.0 23.3 23.3 13.3 73.3

居住系 16 75.0 12.5 43.8 6.3 18.8 75.0

相談支援 17 52.9 23.5 47.1 11.8 11.8 70.6

地域生活支援事業 18 61.1 27.8 44.4 5.6 5.6 88.9

障害児通所支援 9 44.4 44.4      - 22.2      - 66.7

 調査数
事務手続き

の簡素化

利用者負担

の軽減
特にない その他 無回答

訪問系 26 26.9 11.5      -      - 11.5

日中活動系 30 23.3 3.3      - 6.7 6.7

居住系 16 6.3      -      -      - 6.3

相談支援 17 5.9      -      -      - 11.8

地域生活支援事業 18 22.2 11.1      -      - 5.6

障害児通所支援 9 44.4 33.3      -      - 11.1



90 

 

４．差別解消について 
 

（４-１）合理的配慮を進めていくために必要なこと（問 32） 

    
 社会的障壁の除去に向けて合理的配慮を進めていくために必要なこととしては、「区民や民間事業者

に対して障害者差別解消法に関する周知・啓発」が 58.0％と最も多く、次いで「障害当事者を講師とし

た区民・民間事業所向けの研修」が 27.5％、「障害者差別解消法に係わるセミナー等の開催」が 21.7％

となっています。 

 

《サービス体系別》 

 
 
サービス体系別にみると、すべてのサービス体系で「区民や民間事業者に対して障害者差別解消法に

関する周知・啓発」が最も多く、特に「相談支援」では 76.5％を占めています。 

 

 

 

58.0

27.5

21.7

15.9

14.5

13.0

2.9

2.9

8.7

0 20 40 60

区民や民間事業者に対して障害者差別解消法に関す

る周知・啓発

障害当事者を講師とした区民・民間事業者向けの研修

障害者差別解消法に係るセミナー等の開催

筆談、読み上げ、手話など障害の特性に応じたコミュ

ニケーション手段の設置

ヘルプマーク・ヘルプカードの周知・啓発

意思疎通のために絵や写真カード、ICT 機器（タブレッ

ト端末等）等の活用

その他

特にない

無回答

ｎ＝（69） （%）

 調査数

区民や民間

事業者に対

して障害者

差別解消法
に関する周

知・啓発

障害者差別

解消法に係

るセミナー等
の開催

障害当事者

を講師とした

区民・民間事

業者向けの
研修

筆談、読み

上げ、手話な

ど障害の特

性に応じたコ

ミュニケー
ション手段の

設置

意思疎通の

ために絵や

写真カード、

ICT 機器（タ
ブレット端末

等）等の活用

ヘルプマー

ク・ヘルプ

カードの周
知・啓発

訪問系 26 65.4 26.9 23.1 3.8 11.5 7.7

日中活動系 30 63.3 23.3 26.7 23.3 6.7 13.3

居住系 16 68.8 25.0 25.0      - 12.5 6.3

相談支援 17 76.5 17.6 17.6 11.8      - 11.8

地域生活支援事業 18 66.7 11.1 33.3      - 5.6 5.6

障害児通所支援 9 44.4 11.1 11.1 22.2 33.3 11.1

 調査数 特にない その他 無回答

訪問系 26      -      - 11.5

日中活動系 30 3.3      - 6.7

居住系 16 6.3      - 6.3

相談支援 17      - 5.9 5.9

地域生活支援事業 18      - 5.6 11.1

障害児通所支援 9 11.1 11.1 11.1
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質的調査（インタビュー調査） 

 

 

 

 

 

１ 質的調査の概要 

知的障害者を対象とした量的調査（アンケート調査）では、保護者等が本人の思いを汲んで回答す

るケースが多いことから、量的調査（アンケート調査）に加え、本人に直接質問するインタビュー調

査を実施しました。 

調査実施者は、東洋大学社会学部社会福祉学科の 4年生で、社会福祉士を目指す障害者福祉に関心

のある学生が、同学科の髙山教授・志村教授の指導のもと担当しました。 
 

２ 調査対象 

●区内施設を利用する 18歳以上の愛の手帳所持者 82 名 
（利用施設の職員により抽出された、言語でのコミュニケーションが可能な方） 
年代の分布については以下の通りです。 

 年代 

10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 不明 計 

男 3 12 9 5 5 2 1 6 43 

女 2 9 2 9 4 5 1 7 39 

計 5 21 11 14 9 7 2 13 82 

 

 ●対象施設 10か所 
  施設名 サービス種別  施設名 サービス種類 

１ 大塚福祉作業所 就労移行支援、就

労継続支援 B型 

６ は～と・ピア 生活介護 

２ 小石川福祉作業所 就労移行支援、就

労継続支援 B型 

７ ワークショップや

まどり 

生活介護、自立訓

練、就労移行支援、

就労継続支援 B型 

３ 若駒の里 生活介護 ８ こぱん 就労継続支援 A 型、

就労継続支援 B 型 
４ だんござかハウス 生活介護 ９ ドリームハウス

Ⅲ・Ⅳ 
知的障害者グルー

プホーム 
５ 工房わかぎり 就労継続支援 B型 10 エルムンド小石川 知的障害者グルー

プホーム 
 

 

３ 調査方法 

  面接法（グループ・インタビュー） 

 

４ 調査内容 

  日中及び施設での楽しみ、余暇の過ごし方、相談相手、区サービスの利用状況、今後の希望等 

 

５ インタビュー調査により得られた知的障害当事者の主な回答 

（１）楽しみ、余暇等 
  楽しみや余暇等に関するインタビューでは、「塗り絵をする」、「テレビを見る」、「DVD 鑑賞をする」、

「漫画を読む」、「音楽を聴く」といった室内で行うものと、「散歩をする」、「野球観戦をする」、「買

い物をする」といった屋外で行うものについての回答が得られました。 
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   また、利用施設が企画する郊外宿泊、納涼祭や運動会といった「イベントが楽しい」という回答

を多く得ました。このほか、施設での日中活動に対する回答もあり、具体的には「友人と過ごすこ

とが楽しい」、「みんなとおしゃべりすることが楽しい」、「日中作業が楽しい」というものでした。 

 
（２）相談 
  相談についてのインタビュー結果は、『不安・困りごとについて』と『相談相手について』の 2

つの項目に整理できました。 

   『不安・困りごと』の内容は、金銭面や人間関係についてでした。『相談相手』は「施設職員」、

「先生」、「友人」、「家族（とりわけ母親が多い）」であり、身近な相談相手から専門職までが相談

相手となっています。また、「困っていることは特にない」、「相談をしていない」という回答は、

生活介護の利用者に多くみられました。 

 
（３）区のサービス 

  区のサービスの利用状況については、移動支援や地域循環バスなどを利用しているといったもの

や、余暇活動で区の施設を利用しているという回答のほか、「（サービス利用手続きは自分以外が行

っているため）わからない」、「サービスを利用していない」という回答が得られました。サービス

の認識度が利用者の施設種別によって異なっていることが分かりました。 
 
（４）希望等 
  希望等についてのインタビューでは、『仕事』と『暮らし』の 2つに大別できました。 

『仕事』については、「今の仕事を続けていきたい」、「もっとお金を稼ぎたい」、「他の仕事をした

い」という異なる回答が得られました。また、『暮らし』については「今の生活を続けていきたい」、

「グループホームに入りたい」、「結婚をしたい」という回答が得られ、希望等に対する個別性がう

かがわれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       
 

◆注釈：本文中の「 」は、インタビューから得られた知的障害者本人の回答です。 
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